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(57)【要約】
【課題】健康管理装置を提供すること。
【解決手段】第１生体情報及び第２生体情報と関連した
患者の健康状態に関する情報をディスプレイし、日程に
基づいて前記第１生体情報または第２生体情報の第２測
定を得ることを患者に要請する情報をディスプレイし、
第１生体情報の測定を要請するユーザの入力に応答して
、前記第２測定を得ることを手伝う生体情報測定画面を
ディスプレイする健康管理方法及び装置を提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　健康管理装置により、患者の第１生体情報の第１測定及び第２生体情報の第１測定と関
連した患者の健康状態に関する情報をディスプレイし、
　前記第１生体情報の第２測定及び第２生体情報の第２測定が得られる前記患者の日程に
基づいて、前記第１生体情報及び第２生体情報のうちいずれか一つの第２測定を得ること
を前記患者に要請する情報をディスプレイし、
　前記第２測定を得るためのユーザ入力に応答して、前記第１生体情報及び第２生体情報
のいずれか一つの測定を通じて前記第２測定を獲得するための生体情報測定画面をディス
プレイすること、
を含む、健康管理方法。
【請求項２】
　前記健康状態に関する情報をディスプレイすることは、
　前記第１生体情報の第１測定値及び該第２生体情報の第１測定値のうち少なくとも一つ
に基づいて前記患者を代表するイメージを決定し、
　前記決定されたイメージをディスプレイすること、
を含む、請求項１に記載の健康管理方法。
【請求項３】
　前記健康状態に関する情報をディスプレイすることは、
　前記第１生体情報の第１測定値が表示される前記健康管理装置のディスプレイの部分を
識別し、
　前記識別された部分に第１生体情報の第１測定値に該当する健康状態に関する情報をデ
ィスプレイすること、
を含む、請求項１に記載の健康管理方法。
【請求項４】
　前記第２測定を得るための動機付けメッセージを決定し、
　前記決定された動機付けメッセージをディスプレイすること、
をさらに含む、請求項１に記載の健康管理方法。
【請求項５】
　複数個の動機付けメッセージを決定し、
　前記動機付けメッセージのヘッダー情報、前記動機付けメッセージの伝送形態、前記動
機付けメッセージの発信者、前記動機付けメッセージの内容のうち少なくとも一つに基づ
き、前記複数個の動機付けメッセージから動機付けメッセージを選択すること、
をさらに含む、請求項４に記載の健康管理方法。
【請求項６】
　前記動機付けメッセージは複数個の動機付けメッセージを含み、
　前記動機付けメッセージを決定することは、前記患者の健康状態に基づいて前記複数個
の動機付けメッセージから少なくとも一つの動機付けメッセージを選択することを含む、
請求項４に記載の健康管理方法。
【請求項７】
　新しいメッセージを受信し、
　前記新しいメッセージを、該新しいメッセージがディスプレイされる領域の少なくとも
一部が、前記動機付けメッセージがディスプレイされる領域の少なくとも一部を含むよう
にしてディスプレイすること、
さらにを含む、請求項４に記載の健康管理方法。
【請求項８】
　前記健康管理装置の外部にある外部装置に接続するユーザインターフェースをディスプ
レイし、
　前記ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答して、前記外部に記憶された
前記患者の健康状態に関する情報を提供すること、
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さらにを含む、請求項１に記載の健康管理方法。
【請求項９】
　前記患者の前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも一つを測定する日程ま
たは投薬日程に関する情報をディスプレイし、
　ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答して、前記患者の前記第１生体情
報及び第２生体情報のうち少なくとも一つを測定する日程または投薬日程をディスプレイ
すること、
さらにを含む、請求項１に記載の健康管理方法。
【請求項１０】
　前記患者の前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも一つを測定する日程ま
たは投薬日程をディスプレイすることは、
　前記日程が複数個の日程を含むと、これらの日程が優先順位に従って表示されるように
前記複数個の日程のうち少なくとも一つに視覚的な効果を提供することを含む、請求項９
に記載の健康管理方法。
【請求項１１】
　前記患者の健康状態と関連したメッセージに関する情報をディスプレイし、
　ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答して、前記患者の健康状態と関連
したメッセージをディスプレイすること、
さらにを含む、請求項１に記載の健康管理方法。
【請求項１２】
　前記第２測定を得るための動機付けメッセージを受信し、
　前記動機付けメッセージの発信者に基づき、該動機付けメッセージを出力する音声を決
定し、
　前記決定された音声を用いて前記動機付けメッセージを出力すること、
をさらにを含む、請求項１に記載の健康管理方法。
【請求項１３】
　前記患者の健康状態によって前記第２測定を得る時間を知らせるサウンドを決定し、
　前記決定されたサウンドを出力すること、
をさらにを含む、請求項１に記載の健康管理方法。
【請求項１４】
　前記健康状態または日程によって前記患者に出力されるサウンドを決定し、
　前記決定されたサウンドを出力すること、
さらにを含む、請求項１に記載の健康管理方法。
【請求項１５】
　健康管理装置により、患者の第１生体情報の第１測定及び第２生体情報の第１測定と関
連した患者の健康状態に関する情報をディスプレイし、
　前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも一つの第２測定を得るための患者
への動機付けメッセージをディスプレイし、
　前記第２測定を得るためのユーザ入力に応答して、前記第１生体情報及び第２生体情報
のうち少なくとも一つの測定を通じて前記第２測定を獲得するための生体情報測定画面を
ディスプレイすること、
を含む健康管理方法。
【請求項１６】
　患者の第１生体情報の第１測定及び第２生体情報の第１測定と関連した患者の健康状態
に関する情報、及び前記第１生体情報の第２測定及び第２生体情報の第２測定が得られる
前記患者の日程に基づき、前記第１生体情報及び第２生体情報のうちいずれか一つの第２
測定を得ることを前記患者に要請する情報を表示するディスプレイと、
　前記第２測定を得るように入力が受信される入力部と、
　前記ユーザの入力に応答して、前記第１生体情報及び第２生体情報のいずれか一つの測
定を通じて第２測定を獲得するための生体情報測定画面を表示するようにディスプレイを
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制御するプロセッサと、
を含む健康管理装置。
【請求項１７】
　前記ディスプレイは、前記第１生体情報の第１測定値及び該第２生体情報の第１測定値
のうち少なくとも一つに基づいて決定された、前記患者を代表するイメージをディスプレ
イする、請求項１６に記載の健康管理装置。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記第２測定を得るための動機付けメッセージを決定し、かつ該決
定された動機付けメッセージを表示するようにディスプレイを制御する、請求項１６に記
載の健康管理装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、複数個の動機付けメッセージを決定し、
　前記動機付けメッセージのヘッダー情報、前記動機付けメッセージの伝送形態、前記動
機付けメッセージの発信者、前記動機付けメッセージの内容のうち少なくとも一つに基づ
き、前記複数個のメッセージから前記動機付けメッセージを選択する、請求項１８に記載
の健康管理装置。
【請求項２０】
　前記ディスプレイは、前記健康管理装置の外部にある外部装置に接続するユーザインタ
ーフェースをディスプレイし、
　前記プロセッサは、前記ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答して、前
記外部に記憶された前記患者の健康状態に関する情報を表示するようにディスプレイを制
御する、請求項１６に記載の健康管理装置。
【請求項２１】
　前記ディスプレイは、前記患者の前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも
一つを測定する日程または投薬日程に関する情報をディスプレイし、
　前記プロセッサは、ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答して、前記患
者の前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも一つを測定する日程または投薬
日程を表示するようにディスプレイを制御する、請求項１６に記載の健康管理装置。
【請求項２２】
　前記ディスプレイは、前記患者の健康を管理するメッセージに関する情報をディスプレ
イし、
　前記プロセッサは、ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答して、前記患
者の健康を管理するメッセージを表示するようにディスプレイを制御する、請求項１６に
記載の健康管理装置。
【請求項２３】
　前記プロセッサは、前記第２測定を得るための動機付けメッセージを出力する音声を決
定し、前記決定された音声を用いて前記動機付けメッセージを出力する、請求項１６に記
載の健康管理装置。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、前記健康状態または前記日程によって前記患者に出力されるサウン
ドを決定し、該決定されたサウンドを出力する、請求項１６に記載の健康管理装置。
【請求項２５】
　患者の第１生体情報の第１測定及び第２生体情報の第１測定と関連した患者の健康状態
に関する情報をディスプレイし、
　前記第１生体情報の第２測定及び第２生体情報の第２測定が得られる前記患者の日程に
基づき、前記第１生体情報及び第２生体情報のうちいずれか一つの第２測定を得ることを
前記患者に要請する情報をディスプレイし、
　前記第２測定を得るためのユーザ入力に応答して、前記第１生体情報及び第２生体情報
のいずれか一つの測定を通じて前記第２測定を獲得するための生体情報測定画面をディス
プレイすること、を含む健康管理方法を実行するためのプログラムを格納するコンピュー
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タ読み取り可能記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　実施形態に従う装置及び方法は、患者の健康を維持するのを手伝う健康管理装置、これ
を用いた健康管理方法、及びこれを用いたグラフィックユーザインターフェースに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　ホームヘルスケアまたはユーヘルスケア（ｕ－Ｈｅａｌｔｈ　ｃａｒｅ）サービスとは
、患者が病院を訪問することなく、宅内で様々な測定機器を用いて生体情報を測定し、そ
の結果に基づいて遠隔で医療サービスを受けることをいう。
【０００３】
　患者が遠隔で医療サービスを受けるために、患者用端末機である健康管理装置は、宅内
で患者の生体情報を収集し、これを病院サーバーまたはヘルスケアセンターのような管理
サーバーに伝送する役割を担う。
【０００４】
　健康管理装置のユーザは、長期的な健康管理が要求される高齢の年齢層が大部分である
点から、既存の健康管理装置は、容易性を考慮して基本機能を使用しやすくしたユーザイ
ンターフェースとして設計された。しかし、持続的に管理を受けなければならないという
健康管理サービスの特性を考慮すると、使用の容易性のみを考慮したユーザインターフェ
ースは、患者を生体情報を持続的に測定する気にさせる要素に欠けることがあった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　実施形態は、健康管理装置において、患者の健康状態に関する情報を提供するためのユ
ーザインターフェースを提供し、ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答し
て、患者の健康状態に関する情報を提供する健康管理装置、その健康管理方法及びこれを
実行するためのコンピュータプログラムを格納するコンピュータ読み取り可能記憶媒体を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態の一側面によれば、健康管理装置により、患者の第１生体情報の第１測定及
び第２生体情報の第１測定と関連した患者の健康状態に関する情報をディスプレイし、前
記第１生体情報の第２測定及び第２生体情報の第２測定が得られる前記患者の日程に基づ
いて、前記第１生体情報及び第２生体情報のうちいずれか一つの第２測定を得ることを前
記患者に要請する情報をディスプレイし、前記第２測定を得るためのユーザ入力に応答し
て、前記第１生体情報及び第２生体情報のいずれか一つの測定を通じて前記第２測定を獲
得するための生体情報測定画面をディスプレイすること、を含む健康管理方法が提供され
る。
【０００７】
　前記健康状態に関する情報をディスプレイすることは、前記第１生体情報の第１測定値
及び該第２生体情報の第１測定値のうち少なくとも一つに基づいて前記患者を代表するイ
メージを決定し、前記決定されたイメージをディスプレイすること、を含むことができる
。
【０００８】
　前記健康状態に関する情報をディスプレイすることは、前記第１生体情報の第１測定値
が表示される前記健康管理装置のディスプレイの部分を識別し、前記識別された部分に第
１生体情報の第１測定値に該当する健康状態に関する情報をディスプレイすること、を含
むことができる。
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【０００９】
　前記健康管理方法は、前記第２測定を得るための動機付けメッセージを決定し、前記決
定された動機付けメッセージをディスプレイすること、をさらに含むことができる。
【００１０】
　前記健康管理方法は、複数個の動機付けメッセージを決定し、前記動機付けメッセージ
のヘッダー情報、前記動機付けメッセージの伝送形態、前記動機付けメッセージの発信者
、前記動機付けメッセージの内容のうち少なくとも一つに基づき、前記複数個の動機付け
メッセージから動機付けメッセージを選択すること、をさらに含むことができる。
【００１１】
　前記動機付けメッセージは複数個の動機付けメッセージを含み、前記動機付けメッセー
ジを決定することは、前記患者の健康状態に基づいて前記複数個の動機付けメッセージか
ら少なくとも一つの動機付けメッセージを選択することを含むことができる。
【００１２】
　前記健康管理方法は、新しいメッセージを受信し、前記新しいメッセージを、該新しい
メッセージがディスプレイされる領域の少なくとも一部が、前記動機付けメッセージがデ
ィスプレイされる領域の少なくとも一部を含むようにしてディスプレイすること、さらに
を含むことができる。
【００１３】
　前記健康管理方法は、前記健康管理装置の外部にある外部装置に接続するユーザインタ
ーフェースをディスプレイし、前記ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答
して、前記外部に記憶された前記患者の健康状態に関する情報を提供すること、さらにを
含むことができる。
【００１４】
　前記健康管理方法は、前記患者の前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも
一つを測定する日程または投薬日程に関する情報をディスプレイし、ユーザインターフェ
ースを介したユーザの入力に応答して、前記患者の前記第１生体情報及び第２生体情報の
うち少なくとも一つを測定する日程または投薬日程をディスプレイすること、さらにを含
むことができる。
【００１５】
　前記患者の前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも一つを測定する日程ま
たは投薬日程をディスプレイすることは、前記日程が複数個の日程を含むと、これらの日
程が優先順位に従って表示されるように前記複数個の日程のうち少なくとも一つに視覚的
な効果を提供することを含むことができる。
【００１６】
　前記健康管理方法は、前記患者の健康状態と関連したメッセージに関する情報をディス
プレイし、ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答して、前記患者の健康状
態と関連したメッセージをディスプレイすること、さらにを含むことができる。
【００１７】
　他の実施形態の一側面によれば、健康管理装置により、患者の第１生体情報の第１測定
及び第２生体情報の第１測定と関連した患者の健康状態に関する情報をディスプレイし、
前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも一つの第２測定を得るための患者へ
の動機付けメッセージをディスプレイし、前記第２測定を得るためのユーザ入力に応答し
て、前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも一つの測定を通じて前記第２測
定を獲得するための生体情報測定画面をディスプレイすること、を含む健康管理方法が提
供される。
【００１８】
　他の実施形態の一側面によれば、患者の第１生体情報の第１測定及び第２生体情報の第
１測定と関連した患者の健康状態に関する情報、及び前記第１生体情報の第２測定及び第
２生体情報の第２測定が得られる前記患者の日程に基づき、前記第１生体情報及び第２生
体情報のうちいずれか一つの第２測定を得ることを前記患者に要請する情報を表示するデ
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ィスプレイと、前記第２測定を得るように入力が受信される入力部と、前記ユーザの入力
に応答して、前記第１生体情報及び第２生体情報のいずれか一つの測定を通じて第２測定
を獲得するための生体情報測定画面を表示するようにディスプレイを制御するプロセッサ
と、を含む健康管理装置が提供される。
【００１９】
　前記ディスプレイは、前記第１生体情報の第１測定値及び該第２生体情報の第１測定値
のうち少なくとも一つに基づいて決定された、前記患者を代表するイメージをディスプレ
イすることができる。
【００２０】
　前記プロセッサは、前記第２測定を得るための動機付けメッセージを決定し、かつ該決
定された動機付けメッセージを表示するようにディスプレイを制御することができる。
【００２１】
　前記プロセッサは、複数個の動機付けメッセージを決定し、前記動機付けメッセージの
ヘッダー情報、前記動機付けメッセージの伝送形態、前記動機付けメッセージの発信者、
前記動機付けメッセージの内容のうち少なくとも一つに基づき、前記複数個のメッセージ
から前記動機付けメッセージを選択することができる。
【００２２】
　前記ディスプレイは、前記健康管理装置の外部にある外部装置に接続するユーザインタ
ーフェースをディスプレイし、前記プロセッサは、前記ユーザインターフェースを介した
ユーザの入力に応答して、前記外部に記憶された前記患者の健康状態に関する情報を表示
するようにディスプレイを制御することができる。
【００２３】
　前記ディスプレイは、前記患者の前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも
一つを測定する日程または投薬日程に関する情報をディスプレイし、
【００２４】
　前記プロセッサは、ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答して、前記患
者の前記第１生体情報及び第２生体情報のうち少なくとも一つを測定する日程または投薬
日程を表示するようにディスプレイを制御することができる。
【００２５】
　前記ディスプレイは、前記患者の健康を管理するメッセージに関する情報をディスプレ
イし、前記プロセッサは、ユーザインターフェースを介したユーザの入力に応答して、前
記患者の健康を管理するメッセージを表示するようにディスプレイを制御することができ
る。
【００２６】
　他の実施形態の一側面によれば、患者の第１生体情報の第１測定及び第２生体情報の第
１測定と関連した患者の健康状態に関する情報をディスプレイし、前記第１生体情報の第
２測定及び第２生体情報の第２測定が得られる前記患者の日程に基づき、前記第１生体情
報及び第２生体情報のうちいずれか一つの第２測定を得ることを前記患者に要請する情報
をディスプレイし、前記第２測定を得るためのユーザ入力に応答して、前記第１生体情報
及び第２生体情報のいずれか一つの測定を通じて前記第２測定を獲得するための生体情報
測定画面をディスプレイすること、を含む健康管理方法を実行するためのプログラムを格
納するコンピュータ読み取り可能記録媒体が提供される。
【発明の効果】
【００２７】
　一実施形態によれば、健康管理装置は、患者が持続的に生体情報を測定するようにする
動機を誘発させ、效率的に健康管理をするための情報を提供することができる。また、健
康管理装置は、直観的にユーザが装置を利用できるユーザインターフェースを提供できる
。また、健康管理装置は、種々の画面またはサウンドを提供することによって、健康管理
装置を利用するユーザを激励及び督励し、患者を生体情報を測定する気にさせる動機をよ
り増進させることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】一実施形態に係る健康管理装置を含む健康管理システムを示すブロック図である
。
【図２Ａ】一実施形態に係る装置のユーザ選択画面を示す図である。
【図２Ｂ】一実施形態に係る装置のユーザ選択画面においてユーザの動作を示すフローチ
ャートである。
【図２Ｃ】他の実施形態に係る装置のユーザ選択画面を示す図である。
【図３】一実施形態に係る装置のパスワード入力画面を示す図である。
【図４Ａ】一実施形態に係る装置のメイン画面を示す図である。
【図４Ｂ】一実施形態に係る装置のメイン画面においてユーザの動作を示すフローチャー
トである。
【図５】他の実施形態に係る装置のメイン画面を示す図である。
【図６Ａ】一実施形態に係る装置のメッセージ目録画面を示す図である。
【図６Ｂ】他の実施形態に係る装置のメッセージ目録画面を示す図である。
【図７】一実施形態に係るメッセージ詳細画面を示す図である。
【図８】他の実施形態に係るメッセージ測定値画面を示す図である。
【図９】一実施形態に係る日程目録画面を示す図である。
【図１０】一実施形態に係る日程設定画面を示す図である。
【図１１】一実施形態に係る一日の日程設定画面を示す図である。
【図１２】一実施形態に係る測定日程設定画面を示す図である。
【図１３Ａ】一実施形態に係る日程追加画面を示す図である。
【図１３Ｂ】他の実施形態に係る日程追加画面を示す図である。
【図１４】一実施形態に係る日程削除画面を示す図である。
【図１５】他の実施形態に係る測定日程要請画面を示す図である。
【図１６】他の実施形態に係る日程削除画面を示す図である。
【図１７】一実施形態に係る投薬日程画面を示す図である。
【図１８Ａ】一実施形態に係る日程追加画面を示す図である。
【図１８Ｂ】他の実施形態に係る日程追加画面を示す図である。
【図１９】一実施形態に係る日程削除画面を示す図である。
【図２０】他の実施形態に係る投薬日程要請画面を示す図である。
【図２１Ａ】一実施形態に係る生体情報測定画面を示す図である。
【図２１Ｂ】一実施形態に係る生体情報測定画面を示す図である。
【図２１Ｃ】一実施形態に係る生体情報測定画面を示す図である。
【図２１Ｄ】一実施形態に係る生体情報測定画面を示す図である。
【図２１Ｅ】一実施形態に係る生体情報測定画面を示す図である。
【図２１Ｆ】一実施形態に係る生体情報測定画面を示す図である。
【図２２Ａ】一実施形態に係る即時測定画面を示す図である。
【図２２Ｂ】一実施形態に係る即時測定画面を示す図である。
【図２２Ｃ】一実施形態に係る即時測定画面を示す図である。
【図２３Ａ】一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２３Ｂ】一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２３Ｃ】一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２３Ｄ】一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２３Ｅ】一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２３Ｆ】一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２４Ａ】他の実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２４Ｂ】他の実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２４Ｃ】他の実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２４Ｄ】他の実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
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【図２４Ｅ】他の実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２４Ｆ】他の実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２５Ａ】本発明の一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２５Ｂ】本発明の一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２５Ｃ】本発明の一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２５Ｄ】本発明の一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２５Ｅ】本発明の一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【図２６Ａ】一実施形態に係る測定結果画面を示す図である。
【図２６Ｂ】一実施形態に係る測定結果画面を示す図である。
【図２６Ｃ】一実施形態に係る測定結果画面を示す図である。
【図２６Ｄ】一実施形態に係る測定結果画面を示す図である。
【図２７Ａ】一実施形態に係る未伝送測定値目録画面を示す図である。
【図２７Ｂ】一実施形態に係る未伝送測定値目録画面を示す図である。
【図２７Ｃ】一実施形態に係る未伝送測定値目録画面を示す図である。
【図２８Ａ】一実施形態に係る未伝送測定値画面を示す図である。
【図２８Ｂ】一実施形態に係る未伝送測定値画面を示す図である。
【図２８Ｃ】一実施形態に係る未伝送測定値画面を示す図である。
【図２９Ａ】一実施形態に係る最近測定値目録画面を示す図である。
【図２９Ｂ】一実施形態に係る最近測定値目録画面を示す図である。
【図２９Ｃ】一実施形態に係る最近測定値目録画面を示す図である。
【図３０Ａ】一実施形態に係る最近測定値画面を示す図である。
【図３０Ｂ】一実施形態に係る最近測定値画面を示す図である。
【図３０Ｃ】一実施形態に係る最近測定値画面を示す図である。
【図３１】一実施形態に係る環境設定画面を示す図である。
【図３２Ａ】一実施形態に係る一般設定画面を示す図である。
【図３２Ｂ】一実施形態に係る一般設定画面を示す図である。
【図３２Ｃ】一実施形態に係る一般設定画面を示す図である。
【図３３Ａ】一実施形態に係るユーザ個人情報設定画面を示す図である。
【図３３Ｂ】一実施形態に係るユーザ個人情報設定画面を示す図である。
【図３４】一実施形態に係るユーザ個人情報設定画面を示す図である。
【図３５Ａ】他の実施形態に係るユーザ個人情報設定画面を示す図である。
【図３５Ｂ】他の実施形態に係るユーザ個人情報設定画面を示す図である。
【図３５Ｃ】他の実施形態に係るユーザ個人情報設定画面を示す図である。
【図３６Ａ】一実施形態に係るパスワード設定画面を示す図である。
【図３６Ｂ】一実施形態に係るパスワード設定画面を示す図である。
【図３７】一実施形態に係る測定値伝送方式設定画面を示す図である。
【図３８】一実施形態に係る自動地域番号設定画面を示す図である。
【図３９】一実施形態に係る発信制限目録設定画面を示す図である。
【図４０Ａ】一実施形態に係る受信制限目録設定画面を示す図である。
【図４０Ｂ】一実施形態に係る受信制限目録設定画面を示す図である。
【図４０Ｃ】一実施形態に係る受信制限目録設定画面を示す図である。
【図４１Ａ】一実施形態に係る管理者暗号入力画面を示す図である。
【図４１Ｂ】一実施形態に係る管理者暗号入力画面を示す図である。
【図４２Ａ】一実施形態に係る管理者モード画面を示す図である。
【図４２Ｂ】一実施形態に係る管理者モード画面を示す図である。
【図４３Ａ】一実施形態に係るユーザのパスワードを設定する画面を示す図である。
【図４３Ｂ】一実施形態に係るユーザのパスワードを設定する画面を示す図である。
【図４４Ａ】一実施形態に係る生体情報測定センサー登録画面を示す図である。
【図４４Ｂ】一実施形態に係る生体情報測定センサー登録画面を示す図である。
【図４５Ａ】他の実施形態に係る生体情報測定センサー変更画面を示す図である。
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【図４５Ｂ】他の実施形態に係る生体情報測定センサー変更画面を示す図である。
【図４６Ａ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｂ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｃ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｄ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｅ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｆ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｇ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｈ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｉ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｊ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｋ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｌ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｍ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｎ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｏ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｐ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｑ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｒ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｓ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｔ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｕ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｖ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【図４６Ｗ】他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、例示的な実施形態の上記のまたは他の側面が、添付の図面を参照して詳細に説明
される。しかし、本発明が実施形態に制限または限定されることはない。図面中、同一の
参照符号は同一部材を指す。
【００３０】
　本明細書でいう「実施形態」、「例」、「側面」、「例示」などは、記述された任意の
様相（ａｓｐｅｃｔ）または設計が、他の様相または設計に比べてより良好である、また
は、より利点があると解釈してはならない。
【００３１】
　以下に使われる用語、「部」、「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」、
「インターフェース」などは、通常、コンピュータ関連エンティティ（ｃｏｍｐｕｔｅｒ
－ｒｅｌａｔｅｄ　ｅｎｔｉｔｙ）を意味し、例えば、プロセッサまたは回路のようなハ
ードウェア、ハードウェアとソフトウェアとの組み合わせ、ソフトウェアを意味できる。
【００３２】
　また、「または」という用語は、排他的論理和「ｅｘｃｌｕｓｉｖｅ　ｏｒ」よりは、
包含的論理和「ｉｎｃｌｕｓｉｖｅ　ｏｒ」の意味を有する。すなわち、特に言及されな
い限り、または文脈から明らかでない限り、「ｘがａまたはｂを用いる」という表現は、
包含的自然順列（ｎａｔｕｒａｌ　ｉｎｃｌｕｓｉｖｅ　ｐｅｒｍｕｔａｔｉｏｎｓ）の
いずれか一つを意味する。
【００３３】
　また、本明細書及び請求項に使われる単数表現は、特に言及しない限り、または単数形
態に関するものであることが文脈から明らかにならない限り、通常、「一つ以上」を意味
すると解釈しなければならない。
【００３４】
　また、本明細書に使われた「及び／または」という用語は、列挙した関連アイテムのう
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ち一つ以上のアイテムの可能なあらゆる組み合わせを指したり含むものと理解しなければ
ならない。
【００３５】
　また、「含んでいる」及び／または「含む」という用語は、該当の特徴、段階、動作、
モジュール、構成要素及び／またはコンポーネントが存在することを意味するが、一つ以
上の他の特徴、段階、動作、モジュール、構成要素、コンポーネント及び／またはこれら
のグループの存在または追加を排除しないものと理解しなければならない。
【００３６】
　また、本明細書で、第１、第２などの用語が種々の構成要素を説明するために使われる
が、これらの構成要素がこのような用語に限定されるものではない。このような用語は、
２以上の構成要素間の区別のために使われるだけで、順序または優先順位を意味するもの
と解釈してはならない。
【００３７】
　また、本明細書に使われた「ｘに応答して（ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ）、ｙする
段階」という表現は、“ｘに応答する段階及びｙする段階」を意味するものと解釈でき、
「ｘに応答する段階」と「ｙする段階」との間には、一つ以上の段階がさらに含まれても
よい。
【００３８】
　以下、健康管理装置、健康管理装置のための健康管理方法及び健康管理装置のためのユ
ーザインターフェースに関する実施形態について説明する。
【００３９】
　図１は、一実施形態に係る健康管理装置１００を含む健康管理システムを示すブロック
図である。
【００４０】
　図１を参照すると、一実施形態に係る健康管理システムは、健康管理装置１００、生体
情報測定センサー１６０、サーバー１７０を含むことができる。ただし、これに限定され
ず、図示のよりも少ないまたは多い構成要素を有する、２以上の構成要素を結合する、ま
たは、他の構成要素構造や配列を有してもよい。
【００４１】
　健康管理システムは、上述した構成要素を用いてユーザに健康管理サービスを提供でき
るシステムでよい。例えば、ユーザは、ログイン過程により健康管理システムに接続でき
る。ユーザは、健康管理システムに接続した状態で、生体情報測定センサー１６０を介し
てユーザの生体情報を測定できる。健康管理装置１００は、生体情報の測定値をサーバー
１７０に伝送し、サーバー１７０から測定値に対する医療陣の勧告事項を獲得し、それを
スクリーン１１０を介してユーザに提供できる。
【００４２】
　健康管理装置１００は、ユーザに健康管理サービスを提供する装置１００で、患者用端
末機またはゲートウェイとも呼ばれる。
【００４３】
　装置１００の構成要素は、一つ以上の信号処理回路または注文型半導体を含み、ハード
ウェア、ソフトウェアまたはこれらを結合して具現できる。例えば、装置１００は、ディ
スプレイ一体型、ＩＰ－ＴＶ、Ｃａｂｌｅ　ＴＶを含むセットトップボックス型、スマー
トフォン型、携帯電話型、ワイブロー端末型、Ｗｉ－Ｆｉ無線共有機型、Ｔａｂｌｅｔ　
ＰＣを含むＰＣ型、または医療機一体型のうち少なくとも一つを含むことができる。
【００４４】
　装置１００は、種々の健康管理サービスをユーザに提供できる。ユーザは、提供された
健康管理サービスに従って生体情報測定センサー１６０を用いて各種生体情報を測定でき
る。例えば、装置１００は、生体情報の測定値を生体情報測定センサー１６０から受信し
、これをサーバー１６０に伝送して、医療陣が診療できるようにする。ここで、ユーザは
、装置１００の使用者であり、各種身体疾患に病んでいる患者に該当するだけでなく、身
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体疾患がなくても、健康管理のために使用したり装置１００を運営するために使用したり
する人も該当する。以下、患者をユーザとして説明する。
【００４５】
　健康管理サービスは、装置１００を介してユーザに提供される患者の健康管理と関連し
たサービスで、患者の健康管理に必要な情報を含むことができる。患者の健康管理に必要
な情報は、例えば、患者の健康状態に関する情報、患者が測定する生体情報の種類、生体
情報の測定履歴（日、時間、回数など）、生体情報の測定時間帯、生体情報測定センサー
１６０の使用方法、患者が服用すべき薬物の種類、薬物の服用（量、回数、時間など）、
薬物の服用時間帯、薬物の服用方法、推奨する食べ物目録と摂取を抑えるべき食べ物目録
などを含む患者の献立表、及び患者の健康増進のための運動計画のうち少なくとも一つを
含むことができるが、これに限定されるものではない。
【００４６】
　生体情報測定センサー１６０は、ユーザの生体情報を測定するセンサーで、血圧計、血
糖計、血液検査器、電子聴診器、呼気流量計（ｐｅａｋ　ｆｌｏｗ　ｍｅｔｅｒ）、運動
量計、献立分析器、生活パターン分析器、画像カメラ、体重計、体脂肪分析計、医療映像
機器及び尿分析器のうち少なくとも一つを含むことができるが、これに限定されるもので
はない。生体情報は、ユーザの生体に関する医療情報で、血圧、血糖、運動量、血液、呼
気量、生活パターン、献立、体重、体脂肪、投薬時間のうち少なくとも一つを含むことが
できるが、これに限定されるものではない。ユーザは、生体情報測定センサー１６０を用
いてユーザの生体情報の測定値を獲得できる。生体情報測定センサー１６０は、獲得した
生体情報の測定値を装置１００に伝送できる。
【００４７】
　サーバー１７０は、装置１００からユーザの生体情報のようなユーザ健康管理に必要な
情報を受信し、これを医療陣に提供することによって、医療陣が遠隔でユーザの健康を管
理できるようにする。例えば、サーバー１７０は、病院サーバーまたはヘルスケアセンタ
ーのような管理サーバーであればよい。サーバー１７０は、健康管理サービスを利用する
ユーザのデータベースを含むことができる。ユーザデータベースは、ユーザの身上情報、
医療陣がユーザを診断した情報、診断情報に基づいて作成した健康管理項目、生体情報測
定資料、及び生体情報測定資料の分析結果を含むことができるが、これに限定されるもの
ではない。
【００４８】
　また、サーバー１７０は、ＣＤＳＳ（Ｃｌｉｎｉｃａｌ　Ｄｅｃｉｓｉｏｎ　Ｓｕｐｐ
ｏｒｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）を用いてユーザを診断して処方できる。ＣＤＳＳは、医学的な意
思決定をするのに役立つシステムで、ユーザの生体情報などを精密に分析して、医師の診
断に代えるような処方を提供できる。例えば、ＣＤＳＳは、生体情報の測定値の数値別に
個別化指針を提供したり、患者の各疾患別に救急状況を判断し、救急状況時にそれに応じ
た手順または細部指針を提供できる。
【００４９】
　図１を参照すると、装置１００は、ディスプレイスクリーン１１０、入力部１２０、プ
ロセッサ１３０、記憶部１４０及び通信部１５０を含むことができる。
【００５０】
　スクリーン１１０は、患者の健康管理がなされるように健康管理サービスに関する情報
を提供できる。スクリーン１１０には、ＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎ
ｅｌ）、ＥＰＤ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐａｐｅｒ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＬＣＤ（Ｌｉ
ｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＬＰＤ（Ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ
　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）またはＡＭＯＬＥＤ（Ａｃｔｉｖｅ－ｍａｔｒｉｘ　Ｏｒｇａ
ｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ－Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）技術を用いればよいが、これらに
限定されず、公知となったり今後開発される技術のうちの任意のものを用いてもよい。
【００５１】
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　入力部１２０は、ユーザの入力を取り込むことができる。例えば、入力部１２０は、タ
ッチセンサー、マウス、キーボード、ジョイスチック、ボタン、ダイヤル、スライダース
イッチなどのような装置を含むことができる。ここで、タッチセンサーは、ユーザのタッ
チ入力を感知する装置で、静電容量式技術（ｃａｐａｃｉｔｉｖｅ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ）、抵抗式技術（ｒｅｓｉｓｔｉｖｅ）、赤外線技術（ｉｎｆｒａｒｅｄ　ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ）及び表面音波技術（ｓｕｒｆａｃｅ　ａｃｏｕｓｔｉｃ　ｗａｖｅ　ｔｅｃ
ｈｎｏｌｏｇｙ）を用いればよいが、これに限定されず、公知となったり今後開発される
技術のうちの任意のものを用いてもよい。タッチセンサーは、スクリーン１１０と結合し
てタッチスクリーンとして動作してもよい。タッチスクリーンは、スクリーン１１０を介
してユーザのジェスチャーに関する情報を取り込み、プロセッサ１３０に伝達できる。こ
こで、ユーザのジェスチャーに関する情報は、クリック（ｃｌｉｃｋ）ジェスチャー、ス
クロール（ｓｃｒｏｌｌ）ジェスチャー、フリック（ｆｌｉｃｋ）ジェスチャー、ドラッ
グ（ｄｒａｇ）ジェスチャー、スワイプ（ｓｗｉｐｅ）ジェスチャーなどを含むことがで
きる。
【００５２】
　記憶部１４０は、健康管理サービスを提供する動作に必要なプログラム及びデジタル映
像に対応するコンテンツ、またはその他の様々なデータを含むことができる。記憶部１４
０は、揮発性メモリ及び不揮発性メモリを含むことができる。例えば、記憶部１４０は、
高速ランダムアクセスメモリ（ｈｉｇｈ－ｓｐｅｅｄ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍ
ｅｍｏｒｙ）、磁気ディスク、ＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ＲＯＭなどを含むことができるが、
これに限定されるものではない。また、記憶部１４０は、装置１００に脱着可能にしても
よい。例えば、記憶部１４０は、ＣＦカード（CompactFlash（登録商標）　Ｃａｒｄ）、
ＳＤカード（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃａｒｄ）、ＳＭカード（SmartMedia（登
録商標）　Ｃａｒｄ）、ＭＭＣ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｃａｒｄ）またはメモリスティ
ック（Ｍｅｍｏｒｙ　Ｓｔｉｃｋ）を含むことができるが、これに限定されるものではな
い。また、記憶部１４０は、装置１００の外部に設けられて、有線または無線を通じて装
置１００とデータを授受してもよい。
【００５３】
　通信部１５０は、サーバー１７０から健康管理サービスに関する情報を受信することが
できる。例えば、通信部１５０は、サーバー１７０を介して医療陣から患者管理に必要な
勧告事項または生体情報の測定値結果による診断事項を受信することができる。通信部１
５０とサーバー１７０との通信方式には、Ｗｉ－Ｆｉ、ＣＤＭＡ、ネットワークを介した
有線または無線通信、ワイブロー（Ｗｉｂｒｏ）、３Ｇ、４Ｇまたは公衆交換電話網（Ｐ
ＳＴＮ）などを用いることができるが、これに限定されるものではない。
【００５４】
　通信部１５０は、生体情報測定センサー１６０と通信して、生体情報測定センサー１６
０が測定した生体情報測定値を受信する、または、受信した測定値をサーバー１７０に伝
送することができる。通信部１５０と生体情報測定センサー１６０との通信方式には、ブ
ルートゥース（Bluetooth（登録商標））、赤外線通信、Ｗｉ－Ｆｉ 、ＣＤＭＡ、有／無
線ＲＡＮ、ジグビー（Ｚｉｂｇｅｅ）、Ｓｅｒｉａｌ及びＵＳＢなどを用いることができ
るが、これに限定されるものではない。
【００５５】
　プロセッサ１３０は、装置１００の各構成要素に対する全般的な動作を制御し、健康管
理サービスに関する情報をスクリーン１１０を介して提供できる。例えば、プロセッサ１
３０は、各構成要素への電源の供給を制御して初期化過程が行われるように制御し、初期
化過程が完了すると、一実施形態に係る健康管理サービスを提供するための信号の流れを
制御できる。以下に述べられる装置１００で提供される画面は、プロセッサ１３０によっ
て提供または制御されるとする。
【００５６】
　装置１００は、ユーザインターフェースを用いて患者と疎通し合えばよい。ユーザイン
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ターフェースとは、ユーザと装置１００との疎通が可能なように一時的または持続的な接
近を提供する媒介体のことを意味する。ユーザインターフェースは、仮想のユーザインタ
ーフェースまたは物理的ユーザインターフェースを含むことができる。例えば、仮想のユ
ーザインターフェースは、スクリーン上に提供されるテキストまたはグラフィックなどを
含むことができる。また、物理的なユーザインターフェースは、物理的ボタン、マウスな
どを含むことができる。他の例として、ユーザインターフェースは、イメージまたはサウ
ンドを認識するセンサーを含むことができる。例えば、装置１００は、センサーを介して
ユーザの顔の表情または音波を分析し、分析結果に基づく情報を提供できる。
【００５７】
　以下、装置１００のスクリーン１１０を介して提供されるユーザインターフェース及び
画面の実施形態について述べる。画面の実施形態は、スクリーン１１０上にそれぞれ提供
されて互いに切り替わってもよく、ポップアップまたはオーバーレイド（ｏｖｅｒｌａｉ
ｄ）画面として提供され、複数個の実施形態が一つのスクリーン１１０上に提供されても
よい。
【００５８】
　図２Ａは、一実施形態に係る装置１００のユーザ選択画面２００を示す図である。一実
施形態において、ユーザ選択画面２００は、以下の構成要素、またはサブセットやスーパ
ーセットを含むことができる。
　　　 ●第１患者を代表するイメージ２１１及び第１患者の名前２１２
　　　 ●第１患者の健康状態と関連したメッセージアイコン２１３及び該メッセージに
関する情報２１４
　　　 ●第１患者の生体情報を測定する日程アイコン２１５及び該日程に関する情報２
１６
　　　 ●第１患者の健康状態に関するアイコン２１７及び該健康状態に関する情報２１
８
　　　 ●第２患者を代表するイメージ２２１及び第２患者の名前２２２
　　　 ●第２患者の健康状態と関連したメッセージアイコン２２３及び該メッセージに
関する情報を縮約した情報２２４
　　　 ●第２患者の生体情報を測定する日程アイコン２２５及び該日程に関する情報を
縮約した情報２２６
　　　 ●第２患者の健康状態に関するアイコン２２７
　　　 ●第２患者の健康状態に関する情報をディスプレイするユーザインターフェース
２３１、２３２
　　　 ●健康管理システムに接続するためのユーザインターフェース２３３
　　　 ●電話するためのユーザインターフェース２３４
　　　 ●環境設定画面をディスプレイするユーザインターフェース２３５
【００５９】
　図２Ｂは、一実施形態に係る装置１００のユーザ選択画面２００においてユーザの動作
を示すフローチャートである。
【００６０】
　一実施形態において、装置１００は、第１患者を識別する情報（例えば、２１１、２１
２）をディスプレイできる（Ｓ２４１）。ここで、第１患者を識別する識別情報（例えば
、２１１、２１２）は、第１患者の生体情報の測定値に基づいて表現された第１患者を代
表するイメージ（例えば、２１１）を含むことができる。
【００６１】
　装置１００は、第１患者の生体情報の測定値に基づく第１患者の健康状態に関する情報
（例えば、２１８）をディスプレイできる（Ｓ２４３）。健康状態に関する情報（例えば
、２１８）は、テキスト（例えば、２１８）、グラフィック、数字、動映像またはサウン
ドとして提供できるが、これに限定されるものではない。
【００６２】
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　装置１００は、第１患者と区別される第２患者の健康状態に関する情報をディスプレイ
するユーザインターフェース（例えば、２３１、２３２）を提供できる（Ｓ２４５）。そ
して、ユーザインターフェース（例えば、２３１、２３２）を介したユーザの入力を感知
できる。例えば、装置１００は、第２患者を識別する情報（例えば、２２１）がディスプ
レイされた領域のうち少なくとも一部を選択するユーザの入力を感知できる。この場合、
ユーザの入力は、ユーザインターフェース（例えば、２３１、２３２）の一部に接触した
り、接触を解除したりするジェスチャーでよい。また、装置１００は、ユーザインターフ
ェースとして、ユーザインターフェースと関連した視覚的な情報無しで画面（例えば、２
００）の一部を選択するユーザの入力を取り込む媒介体を含むことができる。例えば、ユ
ーザの入力は、画面２００の一部に接触し、接触状態を維持したままで接触を移動し、再
び接触を解除するジェスチャーでよい。このジェスチャーは、例えば、フリック（ｆｌｉ
ｃｋ）、タッチアンドムーブ（Ｔｏｕｃｈ　ａｎｄ　ｍｏｖｅ）、スワイプ（Ｓｗｉｐｅ
）、ドラッグアンドドロップ（ｄｒａｇ　ａｎｄ　ｄｒｏｐ）にすることができる。
【００６３】
　装置１００は、ユーザインターフェース（例えば、２００、２２１、２３１、２３２）
を介したユーザの入力に応答して、第２患者の生体情報の測定値に基づく第２患者の健康
状態に関する情報をディスプレイできる（Ｓ２４７）。
【００６４】
　一実施形態の一側面において、装置１００は、第１患者の生体情報の測定値が含まれた
特定区間を識別し、識別結果によって特定区間に対応する健康状態に関する情報（例えば
、２１８）をディスプレイできる。または、第１患者を代表するイメージ（例えば、２１
１）の少なくとも一部を表現できる。例えば、生体情報の測定値が正常範囲にある場合、
装置１００は、患者の健康状態が正常数値であるという情報（例えば、２１８）をディス
プレイできる。または、生体情報の測定値が正常範囲を外れる場合、装置１００は、患者
の健康状態が異常数値であるという情報をディスプレイできる。他の例として、装置１０
０は、第１患者の生体情報の測定値をサーバー１７０に伝送し、サーバー１７０から生体
情報と関連した健康状態に関する情報（例えば、２１８）を受信してディスプレイできる
。ここで、特定区間は、例えば、医療陣が患者の診断結果に基づいて設定した区間でよい
。または、患者から獲得できる生体情報の測定値の範囲を考慮して区分された複数個の区
間のいずれか一つであってもよい。
【００６５】
　一実施形態の一側面において、第１患者を識別する情報（例えば、２１１）がディスプ
レイされた領域の視覚的効果は、第２患者を識別する情報（例えば、２２１）がディスプ
レイされた領域と異なる視覚的効果を有することができる。例えば、第１患者を識別する
情報（例えば、２１１）がディスプレイされた領域は、第２患者を識別する情報（例えば
、２２１）がディスプレイされた領域と異なる明るさまたは異なる解像度を有してもよい
。また、第１患者を識別する情報（例えば、２１１）がディスプレイされた領域の大きさ
は、第２患者を識別する情報（例えば、２２１）がディスプレイされた領域と異なる大き
さを有してもよい。また、第１患者を識別する情報（例えば、２１１）がディスプレイさ
れた領域は、活性化して表示され、第２患者を識別する情報（例えば、２２１）がディス
プレイされた領域は、不活性化して表示されてもよい。
【００６６】
　一実施形態の一側面において、装置１００は、第２患者のメッセージに関する情報を縮
約した情報（例えば、２２４）、第２患者の日程に関する情報を縮約した情報（例えば、
２２６）または第２患者の健康状態に関する情報を縮約した情報のうち少なくとも一つを
ディスプレイできる。例えば、第２患者のメッセージに関する情報が「読んでいない５通
のメッセージがあります」である場合、第２患者のメッセージに関する情報を縮約した情
報を「５」にすればよい。または、第２患者の日程に関する情報が「新しい日程が２件あ
ります」である場合、第２患者の日程に関する情報を縮約した情報は「２」にすればよい
。
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【００６７】
　図２Ｃは、他の実施形態に係る装置１００のユーザ選択画面２５０を示す図である。一
実施形態において、ユーザ選択画面２５０は、以下の構成要素、またはサブセットやスー
パーセットを含むことができる。
　　　 ●第１患者を代表するイメージ２６１及び第１患者の名前２６２
　　　 ●第１患者の健康状態に関連したメッセージアイコン２６３及び該メッセージに
関する情報２６４
　　　 ●第１患者の生体情報を測定する日程アイコン２６５及び該日程に関する情報２
６６
　　　 ●第１患者の健康状態に関するアイコン２６７及び該健康状態に関する情報２６
８
　　　 ●第２患者の健康状態に関する情報をディスプレイするユーザインターフェース
２７１，２７２
【００６８】
　一実施形態において、装置１００は、第１患者を識別する情報（例えば、２６１、２６
２）をディスプレイできる。また、装置１００は、第１患者の生体情報に関連した第１患
者の健康状態に関する情報（例えば、２６８）をディスプレイできる。装置１００は、第
２患者の健康状態に関する情報をディスプレイするためのユーザインターフェース（例え
ば、２７２、２７１）を提供できる。装置１００は、ユーザインターフェース（例えば、
２７１、２７２）を介したユーザの入力に応答して、第２患者の生体情報の測定値に基づ
く第２患者の健康状態に関する情報をディスプレイできる。
【００６９】
　図３は、一実施形態に係る装置１００のパスワード入力画面３００を示す図である。
【００７０】
　一実施形態において、装置１００は、ユーザ選択画面（例えば、２００、２５０）にお
いて健康管理システムに接続するためのユーザインターフェース（例えば、２３３、第１
患者を識別する情報（例えば、２１１、２１２、２６１、２６２）がディスプレイされた
領域）を選択するユーザの入力に応答して、パスワード入力画面３００をディスプレイで
きる。
【００７１】
　装置１００は、パスワード入力要請メッセージ（例えば、３１０）、パスワード表示部
（例えば、）３２０、及びパスワード入力のためのユーザインターフェース（例えば、３
３０）をディスプレイできる。装置１００は、ユーザインターフェース（例えば、３３０
）を介してユーザが入力するパスワードを取り込むことができる。この場合、パスワード
表示部（例えば、３２０）には、ユーザが入力したパスワードのうち少なくとも一つのパ
スワードと関連した視覚的なフィードバック（例えば、３２１，３２２）が提供されると
よい。
【００７２】
　装置１００は、ユーザの入力したパスワードが、記憶部１４０またはサーバー１７０に
既に記憶された当該ユーザに対応するパスワードと一致するか否か確認することができる
。一実施形態において、ユーザの入力したパスワードが、装置１００における既に記憶さ
れた当該ユーザに対応するパスワードと一致する場合、装置１００は、ユーザの健康管理
システム接続による画面を提供できる。
【００７３】
　図４Ａは、一実施形態に係る装置１００のメイン画面４００を示す図である。一実施形
態において、メイン画面４００は、以下の構成要素、またはサブセットやスーパーセット
を含むことができる。
　　　 ●患者を代表するイメージ４２１及び患者の名前４２２
　　　 ●患者の生体情報測定値に対応するイメージ４２３、４２５、４２７
　　　 ●患者の生体情報測定値に関するテキスト情報４２４、４２６、４２８
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　　　 ●患者の生体情報の再測定を要請する情報４２９
　　　 ●患者の健康状態に関連したメッセージアイコン４３０及び該メッセージに関す
る情報４３１
　　　 ●患者の生体情報を測定する日程アイコン４３２及び該日程に関する情報４３３
　　　 ●システムログアウトのためのログアウトアイコン４１１及び現在時間を表示す
る時間４１２
　　　 ●患者の血糖の測定値を獲得するユーザインターフェース４１３
　　　 ●患者の血圧の測定値を獲得するユーザインターフェース４１４
　　　 ●患者の運動量の測定値を獲得するユーザインターフェース４１５
　　　 ●動機誘発メッセージ４４１
　　　 ●装置１００の外部装置（例えば、サーバー１７０）に接続するユーザインター
フェース４５２
　　　 ●電話するためのユーザインターフェース４５３
　　　 ●環境設定画面をディスプレイするユーザインターフェース４５４
【００７４】
　一実施形態において、装置１００は、ユーザ選択画面（例えば、２００、２５０）にお
いて、健康管理システムに接続するためのユーザインターフェース（例えば、２３３、第
１患者を識別する情報（例えば、２１１、２１２、２６１、２６２）がディスプレイされ
た領域）を選択するユーザの入力に応答して、メイン画面４００をディスプレイできる。
または、ユーザがパスワード入力画面３００を介してパスワードを正確に入力した場合、
装置１００はメイン画面４００を提供できる。
【００７５】
　一実施形態において、装置１００は、ユーザがメイン画面４００にログインする場合、
最も最近にログインした履歴（例えば、日付、時間、使用内訳、健康状態、日程実行状態
など）を新しい画面（例えば、ポップアップ）またはサウンドを用いて提供できる。また
、装置１００は、ユーザの健康状態または日程実行状態によって様々なサウンドを出力で
きる。例えば、健康状態または日程実行状態が良好なユーザには、装置１００は、「ＸＸ
Ｘさんの現在健康状態は良好です。ＸＸＸさんの着実な健康管理習慣は他の患者の模範と
もなるべきです。」などのような褒める音声、または静かで落ち着いた音楽を提供できる
。一方、健康状態または日程実行状態がよくないユーザには、装置１００は、「もう少し
努力すれば健康をとりもどすことができます。今日もがんばってください！」などの励ま
す音声または軽快で大きい音楽を提供できる。
【００７６】
　図４Ｂは、一実施形態に係る装置１００のメイン画面４００においてユーザの動作を示
すフローチャートである。
【００７７】
　一実施形態で、装置１００は、既に測定された第１生体情報及び第２生体情報と関連し
た患者の健康状態に関する情報（例えば、４２１、４２３乃至４２８）をディスプレイで
きる（Ｓ４６１）。
【００７８】
　患者の健康状態に関する情報（例えば、４２１、４２３乃至４２８）は、患者を代表す
るイメージ（例えば、）４２１を含むことができる。患者を代表するイメージ（例えば、
４２１）は、例えば、患者の健康状態を反映した顔の表情、アバターまたは患者が指定し
た写真を含むことができる。装置１００は、既に測定された少なくとも一つの生体情報の
測定値に基づいて患者を代表するイメージ（例えば、４２１）を決定し、決定されたイメ
ージ（例えば、４２１）をディスプレイできる。
【００７９】
　装置１００は、第１生体情報及び第２生体情報の再測定のための測定順序に従って第１
生体情報の測定を要請する情報（例えば、４２９）をディスプレイできる（Ｓ４６３）。
例えば、装置１００は、現在時間４１２から第１生体情報を再測定する時間が、現在時間
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４１２から第２生体情報を再測定する時間よりも早い場合、第１生体情報の測定を要請す
る情報（例えば、４２９）をディスプレイできる。
【００８０】
　装置１００は、第１生体情報を測定するユーザインターフェース（例えば、４１３乃至
４１５）を選択するユーザの入力に応答して、第１生体情報の再測定による測定値を獲得
する生体情報測定画面（例えば、２１００、２１３０、２１４０、２１５０、２１６０、
２１７０）をディスプレイできる（Ｓ４６５）。
【００８１】
　一実施形態の一側面において、装置１００は、患者の健康状態に関する情報（例えば、
４２１、４２３乃至４２８）として既に測定された生体情報の測定値が含まれた特定区間
を識別し、識別結果によって当該特定区間に対応する健康状態に関する情報をディスプレ
イできる。例えば、装置１００は、既に記憶されている複数個のイメージの少なくとも一
つ（例えば、４２３、４２５、４２７）を、特定区間に対応するイメージとしてディスプ
レイできる。この場合、少なくとも一つのイメージ（例えば、４２３、４２５、４２７）
は、生体情報または生体情報の測定値によってそれぞれ異なるイメージを有することがで
きる。例えば、少なくとも一つのイメージ（例えば、４２３、４２５、４２７）の色は、
生体情報の種類に従って別々の色を有することができる。また、少なくとも一つのイメー
ジ（例えば、４２３、４２５、４２７）の形状は、生体情報の測定値に従って別々の形状
を有することができる。
【００８２】
　一実施形態の一側面において、装置１００は、少なくとも一つの生体情報を再測定する
気にさせる動機誘発メッセージ（例えば、４４１）をディスプレイできる。動機誘発メッ
セージ（例えば、４４１）は、患者の健康状態と関連したメッセージで、例えば、イメー
ジ、動映像、テキストなどの種々の形態を含むことができる。動機誘発メッセージ（例え
ば、４４１）は、装置１００またはサーバー１７０の記憶部から獲得してもよく、外部装
置と接続された通信網（例えば、インターネット、有線または無線電話網）を介して獲得
してもよい。
【００８３】
　動機誘発メッセージ（例えば、４４１）は、複数個のメッセージから識別できる。動機
誘発メッセージ（例えば、４４１）は、メッセージのヘッダー情報、メッセージの伝送形
態、メッセージの発信者、メッセージの内容のうちの少なくとも一つの情報を用いて複数
個のメッセージから識別できるが、これに限定されるものではない。例えば、装置１００
は、複数個のメッセージのうち、動機誘発メッセージと関連した特定ＩＤまたはタグの付
与されたメッセージを、動機誘発メッセージ（例えば、４４１）と識別できる。または、
装置１００は、メッセージの内容をパーシング（ｐａｒｓｉｎｇ）し、患者の動機誘発と
関連した内容がある場合、これを動機誘発メッセージ（例えば、４１１）と識別してもよ
い。または、動機誘発メッセージが伝達されたネットワークの形態によって、例えば、イ
ンターネットと電話網を介して受信したメッセージのうち、電話網を介して受信したメッ
セージを、動機誘発メッセージ（例えば、４４１）と識別してもよい。または、患者の知
り合い（例えば、患者の家族、患者の医療陣など）から発送されたメッセージを、動機誘
発メッセージ（例えば、４４１）と識別してもよい。
【００８４】
　動機誘発メッセージ（例えば、４４１）が複数個の場合、装置１００は、既に測定され
た少なくとも一つの生体情報と関連した患者の健康状態に基づき、複数個の動機誘発メッ
セージ（例えば、４４１）のうち少なくとも一つの動機誘発メッセージを識別できる。例
えば、血糖と関連して患者の健康状態がよくない場合、装置１００は、動機誘発メッセー
ジ（例えば、４４１）の内容または発信者に基づき、血糖と関連した動機誘発メッセージ
を識別できる。
【００８５】
　一実施形態において、装置１００は、少なくとも一つの生体情報を再測定する気にさせ
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る動機誘発メッセージ（例えば、４４１）を音声として提供できる。
【００８６】
　装置１００は、少なくとも一つの生体情報を再測定する気にさせる動機誘発メッセージ
を受信し、受信した動機誘発メッセージを出力する音声を決定できる。例えば、装置１０
０は、動機誘発メッセージを発信した発信者の情報に基づき、複数個の音声から一つを決
定できる。例えば、発信者の情報は、発信者の年齢または発信者の性別のうち少なくとも
一つを含むことができる。例えば、複数個の音声は、年齢別に、子供、１０代、２０代、
３０代、４０代、５０代、６０代、７０代以上と区別され、少なくとも一つが含まれれば
よい。または、性別によって男または女と区別できる。ここで、発信者の情報は、発信者
の電話番号を登録する時に共に入力されてもよい。例えば、ユーザが孫の電話番号を登録
する時、「１２歳、男」と発信者の情報を登録する場合、装置１００は、ＴＴＳ（Ｔｅｘ
ｔ　ｔｏ　Ｓｐｅｅｃｈ）技術を用いて動機誘発メッセージを１０代の男性の音声として
出力できる。ユーザは、孫の音声で動機誘発メッセージを聴取することによって、生体情
報を続けて測定する意欲が促されることがある。
【００８７】
　一実施形態の一側面において、装置１００は、健康管理装置の外部装置に接続するユー
ザインターフェース（例えば、４５２）をディスプレイできる。装置１００は、ユーザイ
ンターフェースを介したユーザの入力に応答して、装置１００の外部装置に記憶された患
者の健康状態に関する情報をディスプレイできる。例えば、装置１００は、サーバー１７
０が提供するウェブページを介してユーザが過去に測定した生体情報の測定値目録を提供
できる。
【００８８】
　図５は、他の実施形態に係る装置１００のメイン画面５００を示す図である。
【００８９】
　一実施形態において、装置１００は、新しいメッセージ（例えば、４４２）をメイン画
面５００にディスプレイできる。例えば、動機誘発メッセージ（例えば、４４１）がディ
スプレイされた状態で新しいメッセージ（例えば、４４２）が受信された場合、装置１０
０は、新しいメッセージ（例えば、４４２）のディスプレイされた領域の少なくとも一部
が、動機誘発メッセージ（例えば、４４１）のがディスプレイされた領域の少なくとも一
部を含むようにしてディスプレイできる。
【００９０】
　一実施形態の一側面において、装置１００は、新しいメッセージ（例えば、４４２）の
一部のみをディスプレイしてもよい。例えば、新しいメッセージ（例えば、４４２）の一
部は、新しいメッセージ（例えば、４４２）の要約された内容、または新しいメッセージ
（例えば、４４２）の内容のうち前の部分に該当する内容であってもよい。また、新しい
メッセージ（例えば、４４２）は、メッセージ目録画面６００のメッセージのうち少なく
とも一つでよい。
【００９１】
　新しいメッセージ（例えば、４４２）は、ポップアップ（ｐｏｐ－ｕｐ）形態でディス
プレイされてもよい。この場合、新しいメッセージ（例えば、４４２）は、一定時間後（
例えば、数秒乃至数十秒の後）に消えてもよい。または、装置１００が他のユーザの入力
を感知する場合、ディスプレイされた新しいメッセージ（例えば、４４２）は消えてもよ
い。または、装置１００が他の新しいメッセージを受信する場合、既存の新しいメッセー
ジ（例えば、４４２）は消え、受信した他の新しいメッセージがディスプレイされてもよ
い。
【００９２】
　一実施形態において、装置１００は、患者の健康状態に基づいて患者の処方または献立
を獲得し、獲得された処方または献立を提供する場所の位置をディスプレイできる。この
場合、当該場所の位置は、新しいメッセージ（例えば、４４２）上にテキストまたはイメ
ージ形態として提供されてもよい。または、サウンドとして提供されてもよい。例えば、
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装置１００は、患者の血糖の測定値が正常範囲を超えると、血糖の食餌療法に必要な献立
を提供する食堂（例えば、菜食中心の献立を提供する食堂）の位置をディスプレイできる
。または、装置１００は、患者の健康状態に基づいて医療陣から処方を受信した場合、該
処方と関連して製造された薬を提供する薬局の位置をディスプレイしてもよい。
【００９３】
　処方または献立を提供する場所の位置をディスプレイする方式には、場所の位置が地図
上にディスプレイされる、場所の絶対的な位置値が住所または座標として提供される、ま
たは、場所の相対的な位置値が装置１００の位置を基準に提供される方式がある。この場
合、装置１００の位置が変更されると、相対的な位置値は共に変更されればよい。
【００９４】
　新しいメッセージ（例えば、４４２）がディスプレイされる場合、装置１００は、サウ
ンドを共に提供してもよい。例えば、装置１００は、新しいメッセージ（例えば、４４２
）の重要度によって種々のサウンドを出力できる。新しいメッセージ（例えば、４４２）
は、例えば、医療陣のメッセージ、患者の測定結果によるフィードバックメッセージ、健
康管理のための教育資料メッセージ、患者の相談記録メッセージなどを含むことができる
。例えば、装置１００は、重要度の高いメッセージ（例えば、患者が必ず確認しなければ
ならない医療陣のメッセージ、測定結果のよくないフィードバックメッセージ）を受信す
る場合、軽快、速度の速い、または強度の大きいサウンドを提供できる。一方、装置１０
０は、重要度の低いメッセージ（例えば、教育資料メッセージ、測定結果のよいメッセー
ジ）を受信する場合、平温、速度の遅い、または強度の小さいサウンドを提供できる。こ
こで、サウンドは、背景音楽、ビープ（ｂｅｅｐ）音、音声メントなどとして提供できる
が、これに限定されるものではない。重要度の高いメッセージの場合、上述のようなサウ
ンドを介して、ユーザを、健康管理を続ける気にさせるとよい。また、装置１００は、メ
ッセージに含まれた内容に基づいて新しいメッセージ（例えば、４４２）の重要度を決定
できる。または、新しいメッセージ（例えば、４４２）を伝送する時、医療陣は、新しい
メッセージ（例えば、４４２）の重要度に関する情報を付加してもよい。装置１００は、
新しいメッセージ（例えば、４４２）から重要度を獲得し、獲得された重要度に基づいて
サウンドを新しいメッセージと共に提供できる。
【００９５】
　一実施形態において、新しいメッセージ（例えば、４４２）は音声として出力してもよ
い。この場合、新しいメッセージ（例えば、４４２）の重要度に従って、装置１００は、
新しいメッセージを出力する音声を決定できる。例えば、重要度の高いメッセージ（例え
ば、患者が必ず確認しなければならない医療陣のメッセージ、測定結果のよくないフィー
ドバックメッセージ）を受信する場合、装置１００は、ＴＴＳ方式を用いて新しいメッセ
ージを、軽快または強度の高い音声として提供できる。または、重要度の低いメッセージ
（例えば、教育資料メッセージ、測定結果のよいメッセージ）を受信する場合、装置１０
０は、ＴＴＳ方式を用いて静かまたは強度の低い音声として提供できる。
【００９６】
　図６Ａは、一実施形態に係る装置１００のメッセージ目録画面６００を示す図である。
【００９７】
　一実施形態において、ユーザが図４Ａのメイン画面（例えば、４００、５００）におい
てメッセージをディスプレイするユーザインターフェースとしてメッセージアイコン（例
えば、４３０）またはメッセージに関する情報（例えば、４３１）を選択すると、メッセ
ージ目録画面６００がディスプレイできる。
【００９８】
　メッセージ目録画面６００は、患者の健康状態と関連したメッセージを含むことができ
る。例えば、医療陣が患者の健康を増進させるために勧告する医療陣勧告内訳（例えば、
６１１）、生体情報の測定値結果（例えば、６１３）、問い合わせ／答弁（例えば、６１
５）、及び教育資料（例えば、６１６）項目を含むことができる。
【００９９】
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　医療陣勧告内訳（例えば、６１１）は、ユーザの生体情報の測定値に基づいて提供でき
る。例えば、装置１００は、ユーザが用いた生体情報測定センサー１６０を介して生体情
報の測定値を獲得し、これをサーバー１７０に伝送できる。サーバー１７０は、受信した
生体情報の測定値を医療陣に提供できる。医療陣は、生体情報の測定値に基づいて遠隔で
ユーザを診断し、診断による処方結果を装置１００に伝送できる。または、サーバー１７
０は、ＣＤＳＳシステムを用いてユーザを診断し、診断による処方結果を装置１００に伝
送してもよい。
【０１００】
　メッセージ目録画面６００は、患者の処方または献立と関連した項目（図示せず）を含
むことができる。該項目は、患者の処方または献立と関連したメッセージを含むことがで
き、各メッセージは、処方情報または献立情報によって区別され、別々のメッセージとし
て提供されてもよい。この場合、各メッセージは、獲得された処方または献立を提供する
場所の位置を含んでもよい。
【０１０１】
　ここで、ユーザは、各項目を代表するタブメニューを選択することによって、各項目間
のメッセージ目録を切り替えることができる。この時、ディスプレイされるメッセージ目
録の項目を代表するタブ（例えば、６１１）の色は、ディスプレイされないメッセージ目
録の項目を代表するタブ（例えば、６１３、６１５、６１６）の色と異なるようにしても
よい。
【０１０２】
　メッセージ目録画面６００のメッセージ（例えば、６２１乃至６２５）は、ユーザがメ
ッセージを読んだか否かを表す情報（例えば、６３１乃至６３５）、メッセージ発信者（
例えば、６４１乃至６４５）、メッセージ内容の少なくとも一部（例えば、６５１乃至６
５５）、メッセージ発送時間（例えば、６６１乃至６６５）を含むことができる。ここで
、例えば、ユーザが閲覧していないメッセージ（例えば、６３１、６３２）は、有彩色ま
たは閉じた封筒形状のアイコンにし、一方、ユーザが閲覧したメッセージ（例えば、６３
３乃至６３５）は、無彩色または開いた封筒形状のアイコンにしてもよい。
【０１０３】
　一実施形態の一側面において、閲覧していない各項目に対応するメッセージの個数（例
えば、６１２、６１４）は、各項目を代表するタブの一側にディスプレイされるとよい。
また、各項目のメッセージ目録に含まれたメッセージは、受信された時間順に整列されて
ディスプレイされるとよい。
【０１０４】
　メッセージ目録画面６００において一度にディスプレイされるメッセージの個数に制限
がある場合、ディスプレイされていないメッセージは、ユーザインターフェース（例えば
、６７１、６７２、６７４、６７５）を介して他の画面で現れるようにしてもよい。例え
ば、ユーザがユーザインターフェース（例えば、６７２、６７４）を選択する場合、ディ
スプレイされた画面の以前または以後の画面のメッセージ目録がディスプレイされ、ユー
ザインターフェース（例えば、６７１、６７５）を選択すると、最初または最後の画面の
メッセージ目録がディスプレイされるようにすればよい。
【０１０５】
　図６Ｂは、他の実施形態に係る装置１００のメッセージ目録画面６８０を示す図である
。
【０１０６】
　一実施形態において、ユーザが、図６Ａにおいてユーザインターフェース（例えば、６
７４、６７５）を選択する場合、装置１００は、メッセージ目録画面（例えば、６００）
にディスプレイされていないメッセージを他のメッセージ目録画面（例えば、）６８０で
ディスプレイできる。
【０１０７】
　一実施形態の一側面において、装置１００は、日程期間以内のメッセージを、メッセー
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ジ目録画面（例えば、６００、６８０）を介して提供できる。一方、日程期間以前のメッ
セージはサーバー１７０に記憶され、ユーザがユーザインターフェース（例えば、６８１
）を選択する場合、装置１００は、サーバー１７０から日程期間以前のメッセージを獲得
してディスプレイできる。
【０１０８】
　図７は、一実施形態に係るメッセージ詳細画面７００を示す図である。
【０１０９】
　一実施形態において、ユーザがメッセージ目録画面（例えば、６００、６８０）の医療
陣勧告内訳のメッセージ目録から少なくとも一つのメッセージを選択すると、装置１００
はメッセージ詳細画面７００をディスプレイできる。画面７００には健康状態に関するメ
ッセージの項目（例えば、７１１）がディスプレイされてよい。この場合、メッセージの
項目（例えば、７１１）は、医療陣勧告内訳、測定値結果、問い合わせ／答弁、教育資料
のうちの少なくとも一つを含むことができる。また、画面７００には、前の画面に戻るた
めのユーザインターフェース（例えば、７１２）が提供されてもよい。
【０１１０】
　メッセージ詳細画面７００は、メッセージ内容の一部７３１を含むことができる。メッ
セージ内容の一部７３１には、メッセージの項目（例えば、７１１）と関連した内容が含
まれ、ディスプレイされたメッセージのテキストサイズは、装置１００またはユーザが設
定したサイズとして提供できる。また、装置１００は、ユーザの入力に応答して、画面７
００にディスプレイされていないメッセージの他の内容をディスプレイできる。ユーザの
入力は、例えば、メッセージ内容７３１のディスプレイされた領域の一部を接触し、接触
状態を維持したまま接触を移動し、再び接触を解除するユーザのジェスチャーでよい。
【０１１１】
　メッセージ詳細画面７００は、メッセージ目録画面（例えば、６００、６８０）をディ
スプレイするユーザインターフェース７４１を含むことができる。また、メッセージ詳細
画面７００は、ディスプレイされたメッセージの前または後に受信したメッセージをディ
スプレイするユーザインターフェース（例えば、７４２、７４３）を含むことができる。
【０１１２】
　図８は、他の実施形態に係るメッセージ測定値画面８００、８５０、８６０を示す図で
ある。
【０１１３】
　一実施形態において、ユーザがメッセージ目録画面（例えば、６００、６８０）の測定
値のメッセージ目録から少なくとも一つのメッセージを選択すると、装置１００は、メッ
セージ測定値画面（例えば、８００、８５０、８６０）をディスプレイできる。
【０１１４】
　一実施形態において、メッセージ測定値画面（例えば、８００、８５０、８６０）は、
生体情報の測定値を含むことができる。図８の８００は、生体情報が血糖である場合、血
糖の測定値をディスプレイする図である。図８の８５０は、生体情報が血圧である場合、
血圧の測定値をディスプレイする図である。図８の８６０は、生体情報が運動量である場
合、運動量の測定値をディスプレイする図である。
【０１１５】
　メッセージ測定値画面（例えば、８００、８５０、８６０）は、生体情報の種類（例え
ば、８１１、８５１、８６１）、患者が生体情報を測定した時間（例えば、８２１、８５
２、８６２）、生体情報の測定値（例えば、８２２、８５３、８６３）、測定値にによる
健康状態を表すイメージ（例えば、８３２、８５４、８６４）、測定値に関する健康状態
を表す情報（例えば、８３３、８５５、８６５）のうち少なくとも一つを含むことができ
る。イメージ（例えば、８３２、８５４、８６４）は、生体情報の測定値による患者の健
康状態に従って記憶部１４０の複数個のイメージのいずれかのイメージにすればよい。ま
た、メッセージ測定値画面（例えば、８００、８５０、８６０）は、ユーザの入力に応答
して、測定値のメッセージ目録をディスプレイするアイコン（例えば、８４１、８５６、
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８６６）を含むことができる。
【０１１６】
　図９は、一実施形態に係る日程目録画面９００を示す図である。
【０１１７】
　一実施形態において、ユーザが、図４Ａのメイン画面（例えば、４００）から日程アイ
コン（例えば、４３２）または日程に関する情報（例えば、４３３）を選択すると、装置
１００は、患者の生体情報を測定する日程として、日程目録画面９００をディスプレイで
きる。
【０１１８】
　一実施形態において、装置１００は、ユーザインターフェース（例えば、９１２、９１
４）を介したユーザの入力に応答して、日程目録画面９００のディスプレイされた日付（
例えば、９１３）とその前または後の日程目録を提供できる。また、装置１００は、ユー
ザインターフェース（例えば、９１１）を介したユーザの入力に応答して、今日の日程目
録を提供できる。また、装置１００は、ユーザインターフェース（例えば、９１５）を介
したユーザの入力に応答して、日程目録画面９００に進入する前の画面を提供できる。
【０１１９】
　一実施形態において、日程目録画面９００の一側には、今日の日付９２２及び現在時間
を表すグラフィック９２３のうち少なくとも一つがディスプレイされるとよい。
【０１２０】
　一実施形態において、日程目録画面９００の他側には、患者の健康状態に関する日程目
録（例えば、９３１、９３６乃至９４０）をディスプレイできる。装置１００は、日程目
録における複数個の日程が優先順位に従って区別されるように、複数個の日程のうち、優
先順位の高い日程（例えば、９３６、９３７）に視覚的な効果を提供できる。視覚的な効
果は、例えば、優先順位の高い日程がディスプレイされた領域の色または解像度を、優先
順位の低い日程がディスプレイされた領域の色または解像度と異ならせることを含むこと
ができる。
【０１２１】
　一実施形態において、日程目録（例えば、９３１、９３６乃至９４０）は、患者の生体
情報を測定するまたは投薬する日程を含むことができる。例えば、日程（例えば、９３１
）には生体情報の測定時間（例えば、９３２）、生体情報を代表するアイコン（例えば、
９３３）、生体情報の測定と関連した内容（例えば、９３４）、生体情報の測定時間（例
えば、９３２）をユーザに知らせるお知らせアイコン（例えば、９３５）のうち少なくと
も一つを含むことができるが、これに限定されるものではない。
【０１２２】
　ここで、生体情報の測定時間を知らせるお知らせは、新しい画面（例えば、ポップアッ
プ画面）またはサウンドとして提供できる。サウンドとして提供される場合、お知らせは
、患者の健康状態に応じて種々のサウンドとすることができる。例えば、患者の健康状態
が良好な場合、お知らせは、落ち着いているまたは強度の低いサウンドとして提供できる
。一方、患者の健康状態が悪い場合、お知らせは、軽快、または強度の高いサウンドとし
て提供できる。サウンドの種類には、例えば、特定音楽、ビープ音または音声メントを用
いることができる。患者にとっては、お知らせを通じて生体情報の測定及び積極的な健康
管理をしようとする意欲が高まることがある。
【０１２３】
　図１０は、一実施形態に係る日程設定画面１０００を示す図である。
【０１２４】
　一実施形態において、ユーザが日程目録画面９００における日程設定によるユーザイン
ターフェース９２４を選択すると、装置１００は日程設定画面１０００をディスプレイで
きる。
【０１２５】
　一実施形態において、日程設定画面１０００は、日課を設定する日課設定ユーザインタ
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ーフェース（例えば、１０１０）、投薬日程を設定する投薬日程ユーザインターフェース
（例えば、１０２０）、生体情報の測定日程を設定するユーザインターフェース（例えば
、１０３０、１０４０、１０５０）を含むことができる。例えば、ユーザインターフェー
ス（例えば、１０３０、１０４０、１０５０）は、血糖測定日程を設定するユーザインタ
ーフェース（例えば、１０３０）、血圧測定日程を設定するユーザインターフェース（例
えば、１０４０）、運動量測定日程を設定するユーザインターフェース（例えば、１０５
０）を含むことができる。また、装置１００は、ユーザインターフェース（例えば、１０
０５）を介したユーザの入力に応答して、日程設定画面１０００に進入する前の画面を提
供できる。
【０１２６】
　図１１は、一実施形態に係る一日の日程設定画面１１００を示す図である。
【０１２７】
　一実施形態において、ユーザが日程設定画面１０００の日課設定と関連したユーザイン
ターフェース１０１０を選択すると、装置１００は、一日の日程設定画面１１００をディ
スプレイできる。
【０１２８】
　一実施形態において、ユーザは、主要時間（例えば、１１１１）に対する詳細時間（例
えば、１１１２）を設定できる。例えば、主要時間は、起床、朝食、昼食、夕食を含むこ
とができるが、これに限定されるものではない。一日の日程設定画面１１００は、新しい
主要日程を追加できるユーザインターフェース（図示せず）をさらに含むことができる。
【０１２９】
　図１２は、一実施形態に係る測定日程設定画面１２００を示す図である。
【０１３０】
　一実施形態において、ユーザが日程設定画面（例えば、１０００）における生体情報の
測定日程と関連したユーザインターフェース（例えば、１０３０、１０４０、１０５０）
を選択すると、装置１００は、測定日程設定画面１２００をディスプレイできる。例えば
、日程設定画面（例えば、１０００）における生体情報の測定日程は、血糖測定日程、血
圧測定日程、運動量測定日程のうち少なくとも一つを含むことができる。
【０１３１】
　一実施形態において、測定日程設定画面１２００は、生体情報の測定を要請するお知ら
せを設定するユーザインターフェース（例えば、１２２１）、生体情報の測定周期を設定
するユーザインターフェース（例えば、１２２２乃至１２２４）、日程を削除するユーザ
インターフェース（例えば、１２２５）を含むことができる。測定周期を設定するユーザ
インターフェース（例えば、１２２２乃至１２２４）は、測定曜日を表す項目（例えば、
１２２２）、測定時期を表す項目（例えば、１２２３）、測定時間を表す項目（例えば、
１２２４）を含むことができる。
【０１３２】
　一実施形態において、お知らせを設定するユーザインターフェース（例えば、１２２１
）をユーザが選択すると、選択された日程のお知らせが設定されながらユーザインターフ
ェース（例えば、１２２１）は活性化される。また、ユーザインターフェース（例えば、
１２４１、１２４３）が選択される場合、装置１００は、測定日程設定画面１２００にデ
ィスプレイされていない他の日程をさらにディスプレイしてもよい。
【０１３３】
　図１３Ａは、一実施形態に係る日程追加画面１３００を示す図である。
【０１３４】
　一実施形態において、ユーザが測定日程画面（例えば、１２００）において日程追加と
関連したユーザインターフェース（例えば、１２４５）を選択すると、装置１００は、日
程追加画面１３００をディスプレイできる。
【０１３５】
　日程追加画面１３００は、生体情報の測定周期を毎日の単位で設定するユーザインター
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フェース（例えば、１３２１）、及び測定周期を曜日単位で設定するユーザインターフェ
ース（例えば、１３２２）を含むことができる。また、ユーザは、測定のためのそれぞれ
の曜日をユーザインターフェース（例えば、１３３１乃至１３３７）を介して設定できる
。
【０１３６】
　図１３Ｂは、他の実施形態に係る日程追加画面１３５０を示す図である。
【０１３７】
　一実施形態において、ユーザが日程追加画面（例えば、１３００）において時間を設定
するユーザインターフェース（例えば、図１３Ａの１３３８）を選択すると、装置１００
は、時間を設定する日程追加画面１３５０をディスプレイできる。
【０１３８】
　日程追加画面１３５０は、生体情報の測定のための主要時間を設定するユーザインター
フェース（例えば、１３６１乃至１３６４）及び詳細時間を設定するユーザインターフェ
ース（例えば、１３７１乃至１３７３）を含むことができる。例えば、ユーザインターフ
ェース（例えば、１３６１乃至１３６４）は、夜明け、食前（空腹）、食後、就寝前のう
ち少なくとも一つの設定項目を含むことができる。また、ユーザインターフェース（例え
ば、１３７１乃至１３７３）は、時（例えば、１３７１）、分（例えば、１３７２）、午
前／午後（例えば、１３７３）単位の設定項目を含むことができ、各項目の値は、例えば
、＋／－、↑／↓形態のユーザインターフェースを用いて調節できる。
【０１３９】
　ユーザは、日程追加画面１３５０における追加継続のためのユーザインターフェース（
例えば、図１３Ｂの１３８１）を介して日程を追加する、または、完了のためのユーザイ
ンターフェース（例えば、図１３Ｂの１３８２）を介して日程の追加を終了し、測定日程
画面（例えば、１２００）に復帰できる。
【０１４０】
　図１４は、一実施形態に係る日程削除画面１４００を示す図である。
【０１４１】
　一実施形態において、ユーザが測定日程画面（例えば、１２００）において日程を削除
するユーザインターフェース（例えば、１２２５）を選択すると、装置１００は日程削除
画面１４００をディスプレイできる。
【０１４２】
　日程削除画面１４００は、ユーザインターフェース（例えば、１２２５）に対応する測
定日程（例えば、図１２の１２２０）を削除するか否かを確認する情報１４２１をディス
プレイできる。そして、ユーザが確認ユーザインターフェース１４２２を選択すると、装
置１００は測定日程（例えば、１２２０）を削除できる。また、ユーザ取消ユーザインタ
ーフェース１４２３を選択すると、装置１００は測定日程（例えば、１２２０）の削除を
取消すことができる。
【０１４３】
　図１５は、他の実施形態に係る測定日程要請画面１５００を示す図である。
　一実施形態において、ユーザが日程設定画面（例えば、１０００）の生体情報の測定日
程と関連したユーザインターフェース（例えば、１０３０、１０４０、１０５０）を選択
すると、装置１００は既に記憶された測定日程がないと、測定日程要請画面１５００をデ
ィスプレイできる。
【０１４４】
　測定日程要請画面１５００は、ユーザに測定日程を要請する情報１５１１をディスプレ
イできる。例えば、測定日程を要請する情報１５１１は、測定を要する生体情報、生体情
報の測定周期、生体情報の測定時期及び日程の追加を要請する情報を含むことができる。
【０１４５】
　一方、装置１００は、ユーザが日程を追加しなくても生体情報を測定するための基本的
な日程を提供できる。例えば、基本的な日程は、サーバー１７０から医療陣を介して伝送
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されてもよく、ユーザの生体情報を考慮して記憶部１４０またはサーバー１７０に既に記
憶された日程目録から選択されてもよい。
【０１４６】
　図１６は、他の実施形態に係る日程削除画面１６００を示す図である。
【０１４７】
　一実施形態において、運動量を測定する測定日程画面においてユーザが日程を削除する
ユーザインターフェースを選択すると、装置１００は、日程削除画面１６００をディスプ
レイできる。
【０１４８】
　図１７は、一実施形態に係る投薬日程画面１７００を示す図である。
【０１４９】
　一実施形態において、ユーザが日程設定画面（例えば、１０００）の投薬日程ユーザイ
ンターフェース（例えば、１０２０）を選択すると、装置１００は投薬日程画面１７００
をディスプレイできる。
【０１５０】
　一実施形態において、投薬日程画面１７００は、定められた時間に投薬を要請するお知
らせを設定するユーザインターフェース（例えば、１７２１）、投薬時間を設定するユー
ザインターフェース（例えば、１７２２乃至１７２４）、日程を削除するユーザインター
フェース１７２５の少なくとも一つを含むことができる。投薬時間を設定するユーザイン
ターフェース（例えば、１７７２乃至１７７４）は、第１投薬時間（例えば、朝、昼、夕
方、午前、午後）を表す項目（例えば、１７２２）、該第１投薬時間よりも小さい単位の
第２投薬時間（例えば、食後、食前、食間、就寝前）を表す項目（例えば、１７２３）、
該第２投薬時間よりも小さい単位の時間を表す項目（例えば、）１７２４のうち少なくと
も一つを含むことができる。投薬日程画面１７００において投薬日程を設定する過程は、
図１２の測定日程画面１２００において測定日程を設定する過程と同一にすればよい。
【０１５１】
　図１８Ａは、一実施形態に係る日程追加画面１８００を示す図である。
【０１５２】
　一実施形態において、ユーザが投薬日程画面（例えば、１７００）において日程追加と
関連したユーザインターフェース（例えば、図１７の１７３５）を選択すると、装置１０
０は日程追加画面１８００をディスプレイできる。
【０１５３】
　日程追加画面１８００は、第１投薬時間（例えば、朝、昼、夕方）のうち少なくとも一
つを選択するユーザインターフェース（例えば、１８３１乃至１８３３）を含むことがで
きる。また、日程追加画面１８００は、第２投薬時間（例えば、食前、食後、食後３０分
、その他）のうち少なくとも一つを選択するユーザインターフェース（例えば、１８２１
乃至１８２５）を含むことができる。
【０１５４】
　ユーザは、ユーザインターフェース（例えば、１８３１乃至１８３３）及びユーザイン
ターフェース（例えば、１８２１乃至１８２５）のうち少なくとも一つを選択して投薬日
程を追加できる。一方、ユーザは、投薬日程の継続追加のためのユーザインターフェース
（例えば、１８３１）を選択して日程を追加する、または、完了のためのユーザインター
フェース（例えば、１８３２）を選択して日程の追加を終了し、投薬日程画面（例えば、
１７００）に復帰できる。
【０１５５】
　図１８Ｂは、他の実施形態に係る日程追加画面１８５０を示す図である。
【０１５６】
　一実施形態において、ユーザが投薬日程画面（例えば、１７００）において日程追加と
関連したユーザインターフェース（例えば、１７３５）を選択すると、装置１００は、日
程追加画面１８５０をディスプレイできる。または、ユーザが日程追加画面（例えば、１
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８００）においてユーザインターフェース（例えば、１８２１乃至１８２５、１８３１乃
至１８３３）を選択すると、装置１００は日程追加画面１８５０をディスプレイできる。
【０１５７】
　日程追加画面１８５０は、第２投薬時間（例えば、食前、食後、食後３０分、その他な
ど）を選択するユーザインターフェース（例えば、１８６１乃至１８６５）及び第３投薬
時間を設定するユーザインターフェース（例えば、１８７１乃至１８７３）を含むことが
できる。例えば、ユーザインターフェース（例えば、１８７１乃至１８７３）は、時（例
えば、１８７１）、分（例えば、１８７２）、午前／午後（例えば、１８７３）単位の設
定項目を含むことができ、各項目の値は、＋／－、↑／↓形態のユーザインターフェース
を用いて調節できる。ユーザは、投薬日程の継続追加のためのユーザインターフェース（
例えば、１８８１）を介して日程を追加する、または完了のためのユーザインターフェー
ス（例えば、１８８２）を介して日程の追加を終了し、投薬日程画面１７００に復帰でき
る。
【０１５８】
　図１９は、一実施形態に係る日程削除画面１９００を示す図である。
【０１５９】
　一実施形態において、ユーザが投薬日程画面（例えば、１７００）において投薬日程（
例えば、１７２０）を削除するユーザインターフェース（例えば、１７２５）を選択する
と、装置１００は日程削除画面（例えば、１９００）をディスプレイできる。
【０１６０】
　日程削除画面１９００は、ユーザインターフェース（例えば、１７２５）に対応する投
薬日程（例えば、図１７の１７２０）を削除するか可否を確認する情報１９２１をディス
プレイできる。そして、ユーザが確認ユーザインターフェース１９２２を選択すると、装
置１００は投薬日程（例えば、１７２０）を削除できる。また、ユーザが取消ユーザイン
ターフェース１９２３を選択する場合、装置は投薬日程（例えば、１７２０）の削除を取
消すことができる。
【０１６１】
　図２０は、他の実施形態に係る投薬日程要請画面２０００を示す図である。
【０１６２】
　一実施形態において、ユーザが日程設定画面１０００において投薬日程と関連したユー
ザインターフェース１０２０を選択すると、装置１００は、既に記憶された投薬日程がな
いと、投薬日程要請画面２０００をディスプレイできる。
【０１６３】
　投薬日程要請画面２０００は、ユーザに投薬日程を要請する情報２０１１をディスプレ
イできる。
【０１６４】
　一方、装置１００は、ユーザが日程を追加しなくても、投薬のための基本的な投薬日程
を提供できる。例えば、基本的な投薬日程は、サーバー１７０から医療陣を介して伝送さ
れてもよく、ユーザの投薬または生体情報を記憶部１４０またはサーバー１７０に既に記
憶された投薬日程目録から選択してもよい。
【０１６５】
　図２１Ａ乃至図２１Ｆは、一実施形態に係る生体情報測定画面２１００、２１３０乃至
２１７０を示す図である。
【０１６６】
　一実施形態において、ユーザがメイン画面（例えば、４００）において生体情報の測定
と関連したユーザインターフェース（例えば、４１３乃至４１５）を選択すると、装置１
００は生体情報測定画面２１００、２１３０、２１４０、２１５０、２　１６０、２１７
０をディスプレイできる。
【０１６７】
　例えば、装置１００は、ユーザがメイン画面４００においてユーザインターフェース（
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例えば、４１３）を選択すると、血糖測定画面２１００、２１５０をディスプレイできる
。または、装置１００は、ユーザがメイン画面４００においてユーザインターフェース（
例えば、４１４）を選択すると、血圧測定画面２１３０、２１６０をディスプレイできる
。または、装置１００は、ユーザがメイン画面４００においてユーザインターフェース（
例えば、４１５）を選択すると、運動量測定画面２１４０、２１７０をディスプレイでき
る。
【０１６８】
　生体情報測定画面（例えば、２１００、２１３０、２１４０）は、測定する生体情報の
アイコン（例えば、２１１１、２１３１、２１４１）、未伝送された生体情報の測定値を
伝送するユーザインターフェース（例えば、２１１２、２１３２、２１４２）、生体情報
を測定するユーザインターフェース（例えば、２１１４、２１３４、２１４４）、過去測
定された生体情報の測定値の目録を提供するユーザインターフェース（例えば、２１１５
、２１３５、２１４５）のうち少なくとも一つを含むことができる。
【０１６９】
　一実施形態において、図２１Ａ乃至図２１Ｃを参照すると、装置１００は、ユーザイン
ターフェース（例えば、２１１２、２１３２、２１４２）の領域上に、未伝送された生体
情報の測定値の個数（例えば、２１１３、２１３３、２１４３）を表示できる。この場合
、ユーザは、ユーザインターフェース（例えば、２１１２、２１３２、２１４２）を選択
して、装置１００に記憶された未伝送された生体情報の測定値をサーバー１７０に伝送で
きる。
【０１７０】
　一実施形態において、図２１Ｄ乃至図２１Ｆを参照すると、未伝送された生体情報の測
定値がないと、装置１００は、生体情報測定画面（例えば、２１５０乃至２１７０）をデ
ィスプレイできる。この場合、生体情報測定画面（例えば、２１５０乃至２１７０）は、
未伝送された生体情報の測定値がない旨を表す不活性化されたユーザインターフェース（
例えば、２１５１、２１６１、２１７１）を含むことができる。
【０１７１】
　図２２Ａ乃至図２２Ｃは、一実施形態に係る即時測定画面２２００、２２５０、２２６
０を示す図である。
【０１７２】
　一実施形態において、ユーザが生体情報測定画面（例えば、２１００、２１３０、２１
４０）において生体情報の即時測定のためのユーザインターフェース（例えば、２１１４
、２１３４、２１４４）を選択すると、装置１００は即時測定画面２２００、２２５０、
２２６０をディスプレイできる。
【０１７３】
　例えば、ユーザが生体情報測定画面２１００においてユーザインターフェース（例えば
、２１１４）を選択すると、装置１００は、血糖の測定のための即時測定画面２２００を
ディスプレイできる。または、ユーザが生体情報測定画面２１３０においてユーザインタ
ーフェース（例えば、２１３４）を選択すると、装置１００は、血圧の測定のための血圧
測定画面２２５０をディスプレイできる。または、ユーザが生体情報測定画面２１４０に
おいてユーザインターフェース（例えば、２１４４）を選択すると、装置１００は運動量
の測定のための即時測定画面２２６０をディスプレイできる。
【０１７４】
　即時測定画面２２００、２２５０、２２６０は、ユーザに生体情報の測定を要請する情
報（例えば、２２０１、２２５１、２２６１）を含むことができる。例えば、生体情報の
測定を要請する情報は、グラフィック、テキストまたはサウンドの形態で提供できるが、
これに限定されるものではない。
【０１７５】
　図２３Ａ乃至図２３Ｆは、一実施形態に係る測定案内画面２３００、２３５０、２３６
０、２３７０、２３８０、２３９０を示す図である。
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【０１７６】
　一実施形態において、ユーザが即時測定画面（例えば、２２００、２２５０、２２６０
）において生体情報の測定案内を提供するユーザインターフェース（例えば、２２２３、
２２５３、２２６３）を選択すると、装置１００は、生体情報の測定案内画面（例えば、
２３００、２３５０、２３６０、２３７０、２３８０、２３９０）をディスプレイできる
。例えば、ユーザが即時測定画面２２００において血糖の測定案内を提供するユーザイン
ターフェース（例えば、図２２Ａの２２２３）を選択する場合、生体情報の測定案内画面
は、血糖を測定する測定案内画面（例えば、２３００、２３５０、２３６０、２３７０、
２３８０、２３９０）を含むことができる。
【０１７７】
　生体情報の測定段階は、例えば、測定案内画面（例えば、２３００）の一側に進行バー
２３３０の形態で提供できる。測定案内画面（例えば、２３００、２３５０、２３６０、
２３７０、２３８０、２３９０）は、生体情報の測定段階によって測定前段階（例えば、
２３３１）、準備段階（例えば、２３３２、２３３３、２３３４）、測定段階（例えば、
２３３５）、完了段階（例えば、２３３６）のうち少なくとも一つを含むことができる。
【０１７８】
　測定案内画面（例えば、２３００）は、測定案内と関連した情報（例えば、２３１１、
２３１２、２３１３）を含むことができる。例えば、測定案内と関連した情報は、テキス
ト（例えば、２３１１）、グラフィック（例えば、２３１２）またはサウンド（例えば、
２３１３）の形態で提供できる。また、測定案内と関連した情報が、血糖を測定する情報
である場合、測定案内画面（例えば、２３００、２３５０、２３６０、２３７０、２３８
０、２３９０）のうち少なくとも一つは、ユーザが血糖計を利用する情報を含むことがで
きる。
【０１７９】
　一実施形態において、ユーザは、測定案内画面（例えば、２３００）の進行バー２３３
０に含まれた段階のいずれか一つを選択し、選択された段階に対応する画面へ移動しても
よい。また、ユーザのジェスチャーが測定案内画面（例えば、２３５０）の一部に接触し
、接触状態を維持したままで接触を移動し、再び接触を解除すると、装置１００は、ディ
スプレイされた測定案内画面（例えば、２３５０）の前の画面（例えば、２３００）また
は次の画面（例えば、２３６０）をディスプレイできる。また、ユーザは、ユーザインタ
ーフェース（例えば、２３２２）を用いて測定案内画面（例えば、２３００、２３５０、
２３６０、２３７０、２３８０、２３９０）を順次にディスプレイできる。
【０１８０】
　図２４Ａ乃至図２４Ｆは、他の実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【０１８１】
　一実施形態において、ユーザが即時測定画面２２５０において血圧の測定案内を提供す
るユーザインターフェース（例えば、図２２Ｂの２２５３）を選択する場合、生体情報の
測定案内画面は、血圧を測定する測定案内画面（例えば、２４００、２４５０、２４６０
、２４７０、２４８０、２４９０）を含むことができる。
【０１８２】
　一実施形態において、測定案内画面（例えば、２４００、２４５０、２４６０、２４７
０、２４８０、２４９０）は、ユーザが血圧を測定する前に必要な測定案内と関連した情
報または測定時の注意情報を含むことができる。また、測定案内画面（例えば、２４００
、２４５０、２４６０、２４７０、２４８０、２４９０）のうち少なくとも一つは、ユー
ザが血圧計を利用する情報を含むことができる。
【０１８３】
　図２５Ａ乃至図２５Ｅは、一実施形態に係る測定案内画面を示す図である。
【０１８４】
　一実施形態において、ユーザが即時測定画面２２６０において運動量測定の案内を提供
するユーザインターフェース（例えば、図２２Ｃの２２６３）を選択する場合、生体情報



(30) JP 2012-123803 A 2012.6.28

10

20

30

40

50

の測定案内画面は、運動量を測定する測定案内画面（例えば、２５００、２５５０、２５
６０、２５７０、２５８０）を含むことができる。
【０１８５】
　一実施形態において、測定案内画面（例えば、２５００、２５５０、２５６０、２５７
０、２５８０）は、ユーザが運動量計を使用する前に必要な測定案内と関連した情報また
は測定時の注意情報を含むことができる。また、測定案内画面（例えば、２５００、２５
５０、２５６０、２５７０、２５８０）のうち少なくとも一つは、運動量計を利用する情
報、または運動量計に記憶された運動量測定値を装置１００に伝送する情報を含むことが
できる。
【０１８６】
　図２６Ａ乃至図２６Ｄは、一実施形態に係る測定結果画面を示す図である。
【０１８７】
　一実施形態において、ユーザが即時測定画面（例えば、２２００、２２５０、２２６０
）において生体情報測定センサー１６０を用いて生体情報を測定した場合、装置１００は
、測定結果画面２６００、２６５０、２６６０、２６７０をディスプレイできる。
【０１８８】
　測定結果画面２６００、２６５０、２６６０、２６７０は、生体情報を測定した測定時
間（例えば、２６１１、２６５１、２６６１、２６７１）、生体情報の測定値（例えば、
２６２１、２６５２、２６６２、２６７２）、生体情報の測定当時の測定条件を入力する
ユーザインターフェース（例えば、２６３１、２６６３）、生体情報の測定情報をサーバ
ー１７０に伝送するユーザインターフェース（例えば、２６４１、２６５３、２６６４）
のうち少なくとも一つを含むことができる。
【０１８９】
　一実施形態において、ユーザの測定した生体情報が血糖である場合、血糖に関する測定
条件を入力するユーザインターフェース（例えば、２６３１）は、夜明け、食前（空腹）
、食後、就寝前、知らない、のうち少なくとも一つを含むことができる。また、ユーザの
測定した生体情報が血圧である場合、血圧に関する測定条件を入力するユーザインターフ
ェース（図示せず）は、日常、運動後、起床後、知らない、のうち少なくとも一つを含む
ことができる。また、ユーザの測定した生体情報が運動量である場合、運動量に関する測
定条件を入力するユーザインターフェース（例えば、２６６３）は、日常、運動、知らな
い、のうち少なくとも一つを含むことができる。
【０１９０】
　一実施形態において、ユーザがサーバー１７０に伝送するユーザインターフェース（例
えば、２６４１、２６５３、２６６４）を選択すると、ユーザの測定した生体情報の測定
情報を、サーバー１７０または記憶部１４０に伝送できる。例えば、生体情報の測定情報
は、生体情報の測定日及び時間（例えば、２６１１、２６５１、２６６１、２６７１）、
生体情報の測定値（例えば、２６２１、２６５２、２６６２、２６７２）、生体情報の測
定条件（例えば、２６３１、２６６３）のうち少なくとも一つを含むことができる。
【０１９１】
　一実施形態において、ユーザの測定した生体情報の測定値が特定範囲を外れると、装置
１００は、生体情報の再測定を要請する画面２６７０をディスプレイできる。例えば、生
体情報の測定値が患者から測定されうるような測定値の限界値を外れる、または患者別に
既に設定された測定値の限界値を外れる場合、生体情報の再測定を要請する画面２６７０
をディスプレイできる。ここで、測定値の限界値は、装置１００またはサーバー１７０に
記憶されるとよく、医療陣により変更可能である。
【０１９２】
　生体情報の再測定を要請する画面２６７０は、再測定に関する情報（例えば、２６７３
）、再測定をするためのユーザインターフェース２６７４及び医療陣に連絡するユーザイ
ンターフェース２６７５のうち少なくとも一つを含むことができる。例えば、再測定に関
する情報２６７３は、ユーザに再測定することを要請したり、医療陣へ連絡することを要



(31) JP 2012-123803 A 2012.6.28

10

20

30

40

50

請するテキスト、グラフィック、サウンドを含むことができる。また、医療陣へ連絡する
ユーザインターフェース２６７５は、電話、イーメール、ＳＭＳなどを含むことができる
が、これに限定されるものではない。
【０１９３】
　図２７Ａ乃至図２７Ｃは、一実施形態に係る未伝送測定値目録画面を示す図である。
【０１９４】
　一実施形態において、生体情報測定画面（例えば、２１００、２１３０、２１４０）に
おいて、ユーザが、未伝送された生体情報の測定値を送るユーザインターフェース（例え
ば、２１１２、２１３２、２１４２）を選択すると、装置１００は、未伝送測定値目録画
面２７００、２７５０、２７６０をディスプレイできる。
【０１９５】
　未伝送された測定値目録画面２７００、２７５０、２７６０は、複数個の未伝送された
生体情報の測定値を含むことができる。また、未伝送された測定値目録画面２７００、２
７５０、２７６０は、測定値に対応する測定日及び測定時間（例えば、２７１１、２７５
１、２７６１）、測定値に基づいて患者の健康状態を示すイメージ（例えば、２７１２、
２７５２、２７６２）、未伝送された測定値（例えば、２７１３、２７５３、２７６３）
、及び生体情報の測定当時の測定条件（例えば、２７１４、２７６５）のうち少なくとも
一つを含むことができる。
【０１９６】
　一実施形態において、生体情報が血糖である場合、測定条件（例えば、２７１４）は、
例えば、夜明け、食前（空腹）、食後、就寝前、知らない、のうち少なくとも一つを含む
ことができる。また、生体情報が運動量である場合、測定条件（例えば、２７６５）は、
例えば日常、運動、知らない、のうち少なくとも一つを含むことができる。
【０１９７】
　一実施形態において、未伝送された測定値目録画面２７００、２７５０、２７６０は、
生体情報の測定情報をサーバー１７０に伝送するユーザインターフェース（例えば、２７
１６、２６５６、２７６６）を含むことができる。また、未伝送された測定値目録画面２
７００、２７５０、２７６０は、未伝送された測定値目録から選択された少なくとも一つ
の測定値をサーバー１７０に伝送するための、少なくとも一つの未伝送された測定値を選
択するユーザインターフェース（図示せず）を含むことができる。
【０１９８】
　一実施形態において、未伝送された測定値目録画面２７００、２７５０、２７６０は、
未伝送された測定値目録のうち少なくとも一つの未伝送された測定値を削除するユーザイ
ンターフェース（図示せず）を含むことができる。ユーザは、未伝送された測定値を削除
するユーザインターフェース（図示せず）を選択して、未伝送された測定値目録から少な
くとも一つの未伝送された測定値を削除できる。そして、ユーザは、ユーザインターフェ
ース（例えば、２７１６、２７５６、２７６６）を選択して、削除されていない残りの未
伝送された測定値をサーバーに伝送できる。
【０１９９】
　図２８Ａ乃至図２８Ｃは、一実施形態に係る未伝送測定値画面を示す図である。
【０２００】
　一実施形態において、未伝送測定値目録画面（例えば、２７００、２７５０、２７６０
）においてユーザが一つの測定値を選択すると、装置１００は、未伝送された測定値画面
２８００、２８５０、２８６０をディスプレイできる。未伝送された測定値画面２８００
、２８５０、２８６０は、未伝送された測定値を測定した測定日及び時間（例えば、２８
１１、２８５１、２８６１）、未伝送された測定値（例えば、２８１２、２８５２、２８
６２）、未伝送された測定値の測定当時の測定条件を入力するユーザインターフェース（
例えば、２８２１、２８６３）、未伝送された測定値をサーバー１７０または記憶部１４
０に伝送するユーザインターフェース（例えば、２８３２、２８５５、２８６５）のうち
少なくとも一つを含むことができる。また、未伝送された測定値画面２８００、２８５０
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、２８６０は、未伝送測定値目録画面（例えば、２７００、２７５０、２７６０）に復帰
するためのユーザインターフェース（例えば、２８３１、２８５４、２８６４）をさらに
含むことができる。
【０２０１】
　一実施形態において、未伝送された測定値画面２８００、２８５０、２８６０は、ディ
スプレイされた未伝送された測定値を削除するユーザインターフェース（図示せず）をさ
らに含むことができる。該ユーザインターフェースをユーザが選択すると、未伝送された
測定値画面２８００、２８５０、２８６０は、未伝送測定値目録画面（例えば、２７００
、２７５０、２７６０）に切り替わってもよい。
【０２０２】
　図２９Ａ乃至図２９Ｃは、一実施形態に係る最近測定値目録画面を示す図である。
【０２０３】
　一実施形態において、生体情報測定画面（例えば、２１００、２１３０、２１４０）に
おいてユーザが最近測定した生体情報の測定値目録を照会するユーザインターフェース（
例えば、２１１２、２１３５、２１４５）を選択すると、装置１００は、最近測定値目録
画面２９００、２９５０、２９６０、２９７０をディスプレイできる。
【０２０４】
　最近測定値目録画面２９００、２９５０、２９６０、２９７０は、複数個の生体情報の
測定値を含むことができる。この場合、生体情報の測定値は、サーバー１７０または記憶
部１４０に記憶された測定値及び未伝送された測定値のうち少なくとも一つの測定値を含
むことができる。
【０２０５】
　最近測定値目録画面２９００、２９５０、２９６０、２９７０は、測定値に対応する測
定日及び測定時間（例えば、２９１１、２９６１、２９７１）、測定値に基づいて患者の
健康状態を示すイメージ（例えば、２９１２、２９６２、２９７２）、生体情報を測定し
た測定条件に関する情報（例えば、２９２１、２９６４、２９７４）、生体情報の測定値
（例えば、２９１３、２９６３、２９７３）、測定値に基づくフィードバック情報（例え
ば、２９６５、２９７５）のうち少なくとも一つを含むことができる。測定値に基づくフ
ィードバック情報（例えば、２９６５、２９７５）は、測定値に基づき、複数個のフィー
ドバック情報からいずれか一つを選択できる。または、測定値がサーバーに伝送された場
合、測定値に基づくフィードバック情報（例えば、２９６５、２９７５）は、医療陣が入
力した情報に基づいて提供されてもよい。測定値に基づくフィードバック情報（例えば、
２９６５、２９７５）は、例えば、テキスト、グラフィック、サウンドなどとして提供さ
れるとよいが、これに限定されない。
【０２０６】
　一実施形態において、最近測定値目録画面２９００、２９５０、２９６０、２９７０は
、日程期間（例えば、一ケ月または一年など）以内の生体情報の測定値を提供することが
ある。この場合、最近測定値目録画面２９００、２９５０、２９６０、２９７０は、日程
期間後の生体情報の測定値をディスプレイするためのユーザインターフェース（例えば、
２９５１）を含むことができる。ユーザインターフェース（例えば、２９５１）を選択さ
れる場合、装置１００は、日程期間後の生体情報の測定値をサーバー１７０または記憶部
１４０から獲得して提供できる。
【０２０７】
　図３０Ａ乃至図３０Ｃは、一実施形態に係る最近測定値画面を示す図である。
【０２０８】
　一実施形態において、最近測定値目録画面（例えば、２９００、２９５０、２９６０、
２９７０）においてユーザが一つの項目を選択すると、装置１００は、選択された項目の
測定値の情報を含む最近測定値画面３０００、３０５０、３０６０をディスプレイできる
。
【０２０９】
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　最近測定値画面３０００、３０５０、３０６０は、測定値を測定した日時または時間（
例えば、３０１１、３０５１、３０６１）、最近測定値（例えば、３０２１、３０５２、
３０６２）、最近測定値に基づくフィードバック情報（例えば、３０３１、３０５３、３
０６３）を含むことができる。ユーザがユーザインターフェース（例えば、３０４１、３
０５４、３０６４）を選択する場合、装置は、最近測定値目録画面（例えば、２９００、
２９５０、２９６０、２９７０）をディスプレイできる。
【０２１０】
　図３１は、一実施形態に係る環境設定画面を示す図である。
【０２１１】
　一実施形態において、メイン画面（例えば、４００）においてユーザが環境を設定する
設定ユーザインターフェース（例えば、４５４）を選択すると、装置１００は、環境設定
画面３１００をディスプレイできる。
【０２１２】
　環境設定画面は、装置１００の画面を介して提供される一般的な状態を設定する一般設
定項目（例えば、３１１０）、ユーザと関連した情報を設定するユーザ設定項目（例えば
、３１２０）、及びインターネットを通じた電話と関連したインターネット電話項目（例
えば、３１３０）のうち少なくとも一つを含むことができる。
【０２１３】
　一実施形態において、一般設定項目（例えば、３１１０）は、画面の明るさを設定する
画面設定ユーザインターフェース（例えば、３１１１）、装置１００で再生される音を設
定するユーザインターフェース（例えば、３１１２）、及び装置１００の時間を設定する
時間設定ユーザインターフェース（例えば、３１１３）のうち少なくとも一つを含むこと
ができる。また、ユーザ設定項目３１２０は、ユーザ個人情報を設定するユーザインター
フェース（例えば、３１２１）、健康管理システムに接続するパスワードを設定するユー
ザインターフェース（例えば、３１２２）及び生体情報を測定した測定値を伝送する方式
を設定するユーザインターフェース（例えば、３１２３）のうち少なくとも一つを含むこ
とができる。また、インターネット電話項目（例えば、３１３０）は、インターネット電
話時に自動的に地域番号を設定するユーザインターフェース（例えば、３１３１）、発信
制限目録を設定するユーザインターフェース（例えば、３１３２）、電話の受信を制限す
る目録を管理するユーザインターフェース（例えば、３１３３）のうち少なくとも一つを
含むことができる。
【０２１４】
　図３２Ａ乃至図３２Ｃは、一実施形態に係る一般設定画面を示す図である。
【０２１５】
　一実施形態において、ユーザが環境設定画面（例えば、３１００）の一般設定項目（例
えば、３１１０）において画面の明るさを設定する画面設定ユーザインターフェース（例
えば、３１１１）を選択すると、装置１００は、画面の明るさを設定する画面３２００を
ディスプレイできる。
【０２１６】
　画面の明るさを設定する画面３２２０において、ユーザは画面の明るさの大きさを示す
バー（ｂａｒ）（例えば、３２２１）の位置を調節することによって、画面の明るさを調
節できる。画面３２２０は、バーの位置に従う画面の明るさに関する情報（例えば、３２
２２）を、数字、テキスト、グラフィック、サウンドのうち少なくとも一つで提供できる
。
【０２１７】
　一実施形態において、ユーザが画面設定画面（例えば、３１００）の一般設定項目（例
えば、３１１０）において、装置１００で再生される音を設定するユーザインターフェー
ス（例えば、３１１２）を選択すると、装置１００は、音を設定する画面３２３０をディ
スプレイできる。
【０２１８】
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　音を設定する画面３２２０は、ボリュームを調節する項目（例えば、３２３１）、音声
ガイドをオン／オフする項目（例えば、３２３２）、ボタン操作音をオン／オフする項目
（例えば、３２３３）、お知らせ音をオン／オフする項目（例えば、３２３４）及びベル
音の種類を決定する項目（例えば、３２３５）のうち少なくとも一つを含むことができる
。
【０２１９】
　一実施形態において、ユーザが画面設定画面（例えば、３１００）の一般設定項目にお
いて装置１００の時間を設定する時間設定ユーザインターフェース（例えば、３１１３）
を選択すると、装置１００は、時間設定画面３２６０をディスプレイできる。
【０２２０】
　時間設定画面３２６０は、１２時間または２４時間単位で時間を表示する時間表示項目
（例えば、３２６１）、装置のスクリーセーバー作動時間を設定するスクリーセーバー時
間項目（例えば、３２６２）、スクリーセーバーモードをオン／オフするスクリーセーバ
ーモード項目（例えば、３２６３）、一定時間にわたって装置１００にユーザの入力がな
い場合、自動的にユーザログアウトをする自動ログアウト時間項目（例えば、３２６４）
のうち少なくとも一つを含むことができる。
【０２２１】
　図３３Ａ乃至図３３Ｃは、一実施形態に係るユーザ個人情報設定画面を示す図である。
【０２２２】
　一実施形態において、ユーザが環境設定画面（例えば、３１００）のユーザ設定項目（
例えば、３１２０）において、ユーザ個人情報を設定するユーザインターフェース（例え
ば、３１２１）を選択すると、装置１００は、ユーザ個人情報設定画面３３１０をディス
プレイできる。
【０２２３】
　ユーザ個人情報設定画面３３１０は、複数個のイメージ（例えば、３３２２乃至３３２
４）を含むことができる。ユーザは、複数個のイメージ（例えば、３３２２乃至３３２４
）のいずれか一つを選択し、これをユーザを代表するイメージに設定できる。ここで、複
数個のイメージは、記憶部１４０に記憶されていてもよく、サーバー１７０の記憶部に記
憶されていてもよい。
【０２２４】
　一実施形態において、ユーザ個人情報設定画面３３１０は、ユーザが、ユーザを代表す
るイメージを直接撮影するためのユーザインターフェース（例えば、３３２１）を含むこ
とができる。装置１００は、イメージを撮影するためのカメラを含むことができる。また
は、装置１００は、外部のカメラを用いてイメージを撮影し、撮影した情報を通信部１５
０を介して受信してもよい。
【０２２５】
　ユーザがユーザインターフェース（例えば、３３２１）を選択すると、カメラは、ユー
ザ撮影画面３３３０を提供できる。または、装置１００のスクリーン１１０を介してユー
ザ撮影画面（例えば、３３３０）が提供されてもよい。ユーザがユーザ撮影画面（例えば
、３３３０）を介して被写体を決定し、ユーザインターフェース（例えば、３３３２）を
用いて撮影をすると、装置１００は、当該被写体を記憶することができる。一方、ユーザ
が撮影を取消すユーザインターフェース（例えば、３３３１）を選択すると、装置１００
は、撮影前のユーザ個人情報設定画面（例えば、３３１０）をディスプレイできる。
【０２２６】
　ユーザがユーザインターフェース（例えば、３３３２）を用いて撮影をすると、カメラ
は、撮影写真活用画面（例えば、３３６０）を提供できる。または、装置１００のスクリ
ーン１１０を介して撮影写真活用画面（例えば、３３６０）が提供されてもよい。撮影写
真活用画面（例えば、３３６０）は、撮影した写真を再び撮るユーザインターフェース（
例えば、３３６１）及び撮影を取消すユーザインターフェース（例えば、３３６２）を含
むことができる。ユーザは、撮影した写真を使用するインターフェース（例えば、３３６
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３）を選択し、撮影した写真をユーザを代表するイメージに設定できる。
【０２２７】
　図３５Ａ乃至図３５Ｃは、他の実施形態に係るユーザ個人情報設定画面を示す図である
。
【０２２８】
　一実施形態において、ユーザが環境設定画面（例えば、３１００）のユーザ設定項目（
例えば、３１２０）において、ユーザ個人情報を設定するユーザインターフェース（例え
ば、３１２１）を選択すると、装置１００は、ユーザ個人情報設定画面３５００、３５１
０、３５２０をディスプレイできる。
【０２２９】
　一実施形態において、ユーザ個人情報設定画面３５００、３５１０、３５２０は、ユー
ザのあだ名を入力する画面（例えば、３５００）を含むことができる。例えば、ユーザは
、ユーザのあだ名を用いてログインを行ったり、医療陣または患者の知人に患者の健康と
関連した情報を受信または伝送できる。
【０２３０】
　一実施形態において、ユーザ個人情報設定画面３５００、３５１０、３５２０は、ユー
ザの電話番号を入力する画面（例えば、３５１０）を含むことができる。ユーザは、変更
された携帯電話番号を介して医療陣または患者の知人に健康と関連した情報を受信または
伝送できる。
【０２３１】
　一実施形態において、ユーザ個人情報設定画面３５００、３５１０、３５２０は、ユー
ザの生体情報を入力する画面（例えば、３５２０）を含むことができる。例えば、ユーザ
の生体情報はユーザの体重でよい。装置１００は、ユーザが体重を直接入力するユーザイ
ンターフェース（例えば、３５２１）を介してユーザの体重を受信してもよく、生体情報
測定センサー１６０を利用するユーザインターフェース（例えば、３５２２）を介して生
体情報測定センサー１６０によるユーザの体重を獲得してもよい。
【０２３２】
　図３６Ａ乃至図３６Ｂは、一実施形態に係るパスワード設定画面を示す図である。
【０２３３】
　一実施形態において、ユーザが環境設定画面（例えば、３１００）のユーザ設定項目（
例えば、３１２０）において、健康管理システムに接続するパスワードを設定するユーザ
インターフェース（例えば、３１２２）を選択すると、装置１００は、パスワード設定画
面３６１０をディスプレイできる。
【０２３４】
　一実施形態において、パスワード設定画面３６１０は、パスワードを変更する項目（例
えば、３６２１）及び自動ログインするか否か３６３２、３６３３を決定する項目（例え
ば、３６３１）の少なくとも一つを含むことができる。ユーザは、項目（例えば、３６２
１）のパスワード変更ユーザインターフェース（例えば、３６２２）を介してパスワード
を変更できる。または、ユーザは項目（例えば、３６３１）における「オン」ユーザイン
ターフェース３６３２または「オフ」ユーザインターフェース３６３３を介して自動ログ
インに当たってパスワード入力画面を提供するか否かを決定できる。
【０２３５】
　一実施形態において、ユーザがパスワード変更ユーザインターフェース（例えば、３６
２２）を選択すると、装置１００は、パスワードを変更する画面（例えば、３６５０）を
ディスプレイできる。例えば、ユーザは、画面（例えば、３６５０）中の数字キーを入力
してパスワードを変更し、変更されたパスワードを記憶することができる。装置１００は
、ユーザが再ログインする際に入力したパスワードが、変更されたパスワードと一致して
いるか確認し、確認結果によって健康管理システムに接続できる。
【０２３６】
　図３７は、一実施形態に係る測定値伝送方式設定画面を示す図である。
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【０２３７】
　一実施形態において、ユーザが環境設定画面（例えば、３１００）のユーザ設定項目（
例えば、３１２０）において、生体情報を測定した測定値を伝送する方式を設定するユー
ザインターフェース（例えば、３１２３）を選択すると、装置１００は、測定値伝送方式
設定画面３７００をディスプレイできる。
【０２３８】
　測定値伝送方式設定画面３７００において、ユーザが「オン」ユーザインターフェース
（例えば、３７１１）を選択した場合、装置１００は、生体情報の測定値を自動でサーバ
ー１７０または記憶部１４０に伝送できる。また、ユーザが「オフ」ユーザインターフェ
ースを（例えば、３７１２）を選択した場合、装置１００は、生体情報の測定後に、ユー
ザの追加の伝送要請入力によって生体情報の測定値をサーバー１７０または記憶部１４０
に伝送できる。
【０２３９】
　図３８は、一実施形態に係る自動地域番号設定画面を示す図である。
【０２４０】
　一実施形態において、ユーザが環境設定画面（例えば、３１００）のインターネット電
話項目３１３０において自動地域番号を設定するユーザインターフェース（例えば、３１
３１）を選択すると、装置１００は、自動地域番号設定画面３８００をディスプレイでき
る。
【０２４１】
　自動地域番号設定画面３８００においてユーザが地域番号を入力して設定すると、装置
１００は、電話番号を入力する画面で設定された地域番号を自動で提供できる。
【０２４２】
　図３９は、一実施形態に係る発信制限目録設定画面を示す図である。
【０２４３】
　一実施形態において、ユーザが環境設定画面（例えば、３１００）のインターネット電
話項目（例えば、３１３０）において、発信制限目録を設定するユーザインターフェース
（例えば、３１３２）を選択すると、装置１００は、発信制限目録設定画面３９００をデ
ィスプレイできる。
【０２４４】
　例えば、発信制限目録設定画面３９００は、国際電話発信制限項目（例えば、３９１１
）及び迷惑電話（例えば、０６０電話）発信制限項目３９１２を含むことができる。ユー
ザは、国際電話発信を禁止するユーザインターフェース（例えば、３９１２）または許容
するユーザインターフェース（例えば、３９１３）を含むことができる。また、ユーザは
、迷惑電話発信を禁止するユーザインターフェース（例えば、３９２２）または許容する
ユーザインターフェース（例えば、３９２３）を含むことができる。
【０２４５】
　図４０Ａ乃至図４０Ｃは、一実施形態に係る受信制限目録設定画面を示す図である。
【０２４６】
　一実施形態において、ユーザが環境設定画面（例えば、３１００）のインターネット電
話項目（例えば、３１３０）において、受信制限目録を設定するユーザインターフェース
（例えば、３１３３）を選択すると、装置１００は、受信制限目録設定画面４０００、４
０１０、４０２０をディスプレイできる。
【０２４７】
　受信制限目録設定画面４０００、４０１０、４０２０は、受信を制限する番号を入力す
る画面（例えば、４０００）を含むことができる。画面４０００を介してユーザは受信を
制限する番号を入力できる。装置１００は、ユーザが受信を制限した番号で電話が入る場
合、該当の電話の受信を遮断したり、既に記憶された音声またはテキストメッセージを伝
送したりすることができる。
【０２４８】
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　受信制限目録設定画面４０００、４０１０、４０２０は、受信を制限した番号を解除す
る画面（例えば、４０１０、４０２０）を含むことができる。画面４０１０において、ユ
ーザは、受信制限番号を解除するユーザインターフェース（例えば、４０１１）を選択し
て受信制限番号を解除できる。一方、装置１００は、ユーザが受信制限番号を解除するユ
ーザインターフェース（例えば、４０１１）を選択する場合、受信制限番号を解除するか
否かを確認する画面（例えば、４０２０）をさらに提供してもよい。ユーザは、受信制限
を確認するユーザインターフェース（例えば、４０２１）または受信制限を取り消すユー
ザインターフェース（例えば、４０２２）を選択し、受信制限番号の受信を制限したりま
たは受信制限を取消したりすることができる。
【０２４９】
　図４１Ａ乃至図４１Ｂは、一実施形態に係る管理者暗号入力画面を示す図である。
【０２５０】
　一実施形態において、ユーザが、環境設定画面（例えば、３１００）において管理者設
定ユーザインターフェース（例えば、図３１の３１４１）を選択すると、装置１００は、
管理者暗号入力画面４１００、４１５０をディスプレイできる。
【０２５１】
　管理者暗号入力画面４１００においてユーザは管理者暗号を入力して管理者モードに進
入できる。ユーザが管理者暗号を誤入力した場合、装置１００は、ユーザが管理者暗号を
誤入力したことを知らせる情報（例えば、４１５１）を、例えば、テキスト、サウンドま
たはグラフィックの少なくとも一つの形態で提供できる。
【０２５２】
　図４２Ａ乃至図４２Ｂは、一実施形態に係る管理者モード画面を示す図である。
【０２５３】
　一実施形態において、ユーザ（例えば、管理者）が環境設定画面３１００において管理
者設定ユーザインターフェース（例えば、３１４１）を選択すると、装置１００は、管理
者モード画面４２００、４２５０をディスプレイできる。または、管理者暗号入力画面４
１００において管理者が入力した管理者暗号が、装置１００の既に記憶された管理者暗号
と一致する場合、装置１００は、管理者モード画面４２００、４２５０をディスプレイし
てもよい。
【０２５４】
　管理者モード画面４２００、４２５０は、装置１００を利用するユーザ目録（例えば、
４２１１）を含むことができる。例えば、ユーザ目録（例えば、４２１１）は、ユーザの
識別情報（例えば、４２１２、４２１３）、ユーザのパスワード（例えば、４２２１）、
生体情報測定センサー（例えば、４２２３、４２２５、４２２７）などのような情報を含
むことができる。ユーザ目録で提供される生体情報測定センサー（例えば、４２２３、４
２２５、４２２７）は、血糖計、血圧計、運動量計などを含むことができるが、これに限
定されるものではない。
【０２５５】
　装置１００を利用する登録されたユーザがなかったり、装置１００を利用するユーザの
情報１００を獲得できない場合、装置１００は、ディスプレイするユーザ目録がないとい
うことを示す情報（例えば、４２６１）を提供できる。
【０２５６】
　一実施形態において、管理者モード画面４２００、４２５０は、生体情報測定センサー
１６０を装置１００に接続させたり、または、装置１００をサーバー１７０に接続させる
ためのネットワークを設定または変更するネットワーク項目（例えば、４２７１）を含む
ことができる。ユーザは、ネットワーク項目（例えば、４２７１）を介して装置１００に
接続できるネットワークを設定し、設定されたネットワークを介して装置１００が生体情
報測定センサー１６０またはサーバー１７０に接続するようにすることができる。
【０２５７】
　図４３Ａ及び図４３Ｂは、一実施形態に係るユーザのパスワードを設定する画面を示す
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図である。
【０２５８】
　一実施形態において、管理者モード画面４２００において管理者がユーザのパスワード
を設定するユーザインターフェース（例えば、４２２２、４２３２）を選択すると、装置
１００は、ユーザのパスワードを設定する画面４３００、４３５０をディスプレイできる
。
【０２５９】
　ユーザのパスワードを設定する画面４３００において、ユーザはユーザインターフェー
ス（例えば、４３２０）を介してパスワードを入力できる。この場合、パスワード表示部
（例えば、４３１０）には、ユーザが入力したパスワードのうち少なくとも一つの番号と
関連した視覚的なフィードバックが提供されるとよい。また、ユーザのパスワードを確認
する画面４３５０において、ユーザは、ユーザインターフェース（例えば、４３６０）を
介して入力したパスワードを確認することができる。
【０２６０】
　図４４Ａ乃至図４４Ｂは、一実施形態に係る生体情報測定センサー登録画面を示す図で
ある。
【０２６１】
　一実施形態において、管理者モード画面（例えば、４２００）において管理者がユーザ
の生体情報測定センサー（例えば、４２２３、４２２５、４２２７）を設定する生体情報
測定センサー登録ユーザインターフェース（例えば、図４２Ａの４２２４、４２２６、４
２２８）を選択すると、装置１００は、生体情報測定センサーを登録する生体情報測定セ
ンサー登録画面４４００、４４５０をディスプレイできる。
【０２６２】
　生体情報測定センサー登録画面４４００、４４５０において、装置１００は、装置１０
０と接続可能な生体情報測定センサー１６０を検索し、検索された生体情報測定センサー
１６０をディスプレイできる。
【０２６３】
　一実施形態において、ユーザが生体情報測定センサーの検索を中止するユーザインター
フェース（例えば、４２４１）を選択すると、装置１００は、生体情報測定センサー１６
０の検索を中止できる。または、ユーザが生体情報測定センサー１６０の再検索を要請す
るユーザインターフェース（例えば、４４６１）を選択すると、装置１００は、装置１０
０と接続可能な生体情報測定センサー１６０を再検索し、検索された生体情報測定センサ
ー１６０をディスプレイできる。
【０２６４】
　図４５Ａ及び図４５Ｂは、他の実施形態に係る生体情報測定センサー変更画面を示す図
である。
【０２６５】
　一実施形態において、管理者モード画面（例えば、４２００）において管理者がユーザ
の生体情報測定センサー（例えば、図４２Ａの４２３１、４２３３、４２３５）を変更す
る生体情報測定センサー変更ユーザインターフェース（例えば、図４２Ａの４２３２、４
２３４、４２３６）を選択すると、装置１００は、登録された生体情報測定センサーを変
更する生体情報測定センサー変更画面４５００、４５５０をディスプレイできる。
【０２６６】
　生体情報測定センサー変更画面４５００、４５５０において、装置１００は、装置１０
０と接続可能な生体情報測定センサー１６０を再検索し、検索された生体情報測定センサ
ー１６０をディスプレイできる。
【０２６７】
　一実施形態において、ユーザは、検索された生体情報測定センサー１６０のうち、装置
１００との接続を所望しない生体情報測定センサー１６０が存在する場合、ユーザは、削
除ユーザインターフェース（例えば、４５１１、４５６１）を選択して、該当の生体情報
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測定センサーの接続を除去できる。または、ユーザが生体情報測定センサー１６０の再検
索を要請するユーザインターフェース（例えば、４５５１）を選択すると、装置１００は
、装置１００と接続可能な生体情報測定センサー１６０を再検索し、検索された生体情報
測定センサー１６０をディスプレイできる。
【０２６８】
　図４６Ａ乃至図４６Ｚは、他の実施形態に係る健康管理公知画面を示す図である。
【０２６９】
　一実施形態において、健康管理公知画面４６００乃至４６４４のうち少なくとも一つは
、以上の図２Ａ乃至図４５Ｂの画面のうちの少なくとも一つに、ポップアップ、オーバー
レイド（ｏｖｅｒｌａｉｄ）画面、ＰＩＰ（ｐｉｃｔｕｒｅ　ｉｎ　ｐｉｃｔｕｒｅ）画
面、ＰＯＰ画面（ｐｉｃｔｕｒｅ　ｏｕｔ　ｐｉｃｔｕｒｅ）画面として提供されるが、
これに限定されるものではない。また、以上の図２Ａ乃至図４５Ｂの画面には、一つまた
は複数個の健康管理公知画面４６００乃至４６４４が提供されてもよい。また、健康管理
公知画面に含まれた情報は、テキストまたはグラフィックに限定されず、サウンド及びそ
の他の種々のセンサーを介して、以上の図２Ａ乃至図４５Ｂと共に提供されるとよい。
【０２７０】
　一実施形態において、以上の図２Ａ乃至図４５Ｂにおいて一定時間以上が経過すると、
スクリーンセーバー（ｓａｖｅｒ）が動作できる。この場合、健康管理公知画面４６００
乃至４６４４と関連した情報が提供されると、スクリーンセーバーは解除され、健康管理
公知画面４６００乃至４６４４のうち少なくとも一つがディスプレイされる。一方、スク
リーンセーバーが動作する場合、ログインされているユーザは自動でログアウトされても
よい。
【０２７１】
　一実施形態において、画面４６００は、メイン画面（例えば、４００）においてユーザ
がログインする中で提供される画面である。一実施形態において、画面４６０２は、ユー
ザが装置１００を使用する途中で医療陣勧告メッセージが到着した場合に提供される画面
である。例えば、画面４６０２の医療陣勧告メッセージは、ユーザが生体情報を測定した
測定値に基づいて提供されるとよい。一実施形態において、画面４６０４は、生体情報測
定センサー１６０またはサーバー１７０から測定値を受信する中で一定時間以上がかかる
場合に提供される画面である。一実施形態において、画面４６０６は、ユーザが装置１０
０を使用している途中でインターネット接続が切れた場合に提供される画面である。一実
施形態において、画面４６０８は、ユーザがパスワードを誤入力した場合に提供される画
面である。一実施形態において、画面４６１０は、ユーザのパスワードをユーザが登録し
た携帯電話に発送する画面である。一実施形態において、画面４６１２は、生体情報測定
日程に従ってユーザに生体情報測定を行うか否かを問う画面である。一実施形態において
、画面４６１４は、投薬日程に従ってユーザに投薬を確認する画面である。一実施形態に
おいて、画面４６１６は、医療陣から受信した医療陣勧告内訳を提供する画面である。一
実施形態において、画面４６１８は、ユーザに日課設定を要請する画面である。一実施形
態において、画面４６２０、４６２２は、生体情報測定日程に従ってユーザに生体情報を
測定する時間を知らせる画面である。画面４６２０においてユーザはユーザインターフェ
ース４６２１を介して生体情報を測定する時間を調節してもよい。一実施形態において、
画面４６２４は、生体情報の測定日程を追加する場合、測定日程を記憶するか否かを確認
する画面である。一実施形態において、画面４６２６、４６２８は、投薬日程に従ってユ
ーザに投薬する時間を知らせる画面である。画面４６２８においてユーザは、ユーザイン
ターフェース４６２７を介して投薬する時間を調節してもよい。一実施形態において、画
面４６３０は、投薬日程と共に設定された日程がある場合に、ユーザに投薬日程を削除す
るか否かを確認する画面である。一実施形態において、画面４６３２は、追加された投薬
日程がある場合、ユーザに投薬日程を記憶するか否かを確認する画面である。一実施形態
において、画面４６３４は、生体情報測定センサー１６０から測定された測定値の測定条
件を確認する画面である。一実施形態において、画面４６３６は、生体情報測定センサー
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１６０の測定条件が設定されていない場合に、測定条件の設定をユーザに要請する画面で
ある。一実施形態において、画面４６３８は、生体情報の測定値をサーバー１７０に伝送
するか否かをユーザに確認する画面である。一実施形態において、画面４６４０は、生体
情報の測定値のうち、測定条件の設定された項目をサーバー１７０に伝送するか否かをユ
ーザに確認する画面である。一実施形態において、画面４６４２は、生体情報の測定値の
うち、サーバー１７０に未伝送された値がある場合、未伝送された値をサーバーに伝送す
るか否かをユーザに確認する画面である。一実施形態において、画面４６４４は、患者の
個人のパスワードが設定されていない場合、患者または管理者にパスワードの設定を要請
する画面である。
【０２７２】
　本発明の実施形態に係る健康管理装置の健康管理方法を、種々のコンピュータ手段を介
して実行できるプログラム命令形態とし、コンピュータ読み取り可能媒体に記録すること
ができる。コンピュータ読み取り可能媒体は、プログラム命令、データファイル、データ
構造などを単独でまたは組み合わせして含むことができる。該媒体に記録されるプログラ
ム命令は、本発明のために特別に設計されて構成されたものであってもよく、コンピュー
タソフトウェア当業者に公知となって使用可能なものであってもよい。コンピュータ読み
取り可能記録媒体の例には、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク及び磁気
テープのような磁気媒体（ｍａｇｎｅｔｉｃ　ｍｅｄｉａ）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤのよ
うな光記録媒体（ｏｐｔｉｃａｌ　ｍｅｄｉａ）、フロピティカルディスク（ｆｌｏｐｔ
ｉｃａｌ　ｄｉｓｋ）のような磁気－光媒体（ｍａｇｎｅｔｏ－ｏｐｔｉｃａｌ　ｍｅｄ
ｉａ）、及びＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリなどのようなプログラム命令を格納し実
行するように特別に構成されたハードウェア装置が含まれる。プログラム命令の例には、
コンパイラにより作成されるもののような機械語コードの他、インタープリタなどを用い
てコンピュータにより実行可能な高級言語コードも含む。上記のハードウェア装置は、本
発明の動作を行うために一つ以上のソフトウェアモジュールとして作動するように構成さ
れてもよく、その逆も同様である。
【０２７３】
　以上、本発明はたとえ限定された実施形態及び図面により説明されたが、本発明は、上
記の実施形態に限定されるものではなく、本発明の属する分野における通常の知識を有す
る者には、以上の記載から種々の修正及び変形が可能になるであろう。したがって、本発
明の範囲は、説明された実施形態に限定して定められてはならず、後述する特許請求の範
囲及び特許請求の範囲と均等なものにより定められるべきである。
【符号の説明】
【０２７４】
　　１００　　健康管理装置
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